
番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

1
大きなビジョンが必要ないということではないが、今必
要なのは具体的なたくさんの方法の提示だと考える。

4

2
全体のビジョンと自分の町内の未来を描けるビジョン。グ
ローバルな視点で推進する経済活動。地域を安定させる
政策。これらを分かりやすく伝える工夫が必要。

3

3

全体的に短く簡潔だが、市長の考え、目指す方向性がよ
くわかる。全方位を網羅してはいないが、基本構想・計画
は市の目指す姿を示すものなので、このように、わかりや
すくシンプルなものもありだと感じた。

ご意見のとおり、まちづくりの方向性を市民の皆
様と共有するため、できるだけ簡潔にまとめるよう
にしています。

1

4

ミライトークで、新ビジョンへの市長自らの熱い思いを聞
き、とても共感できたが、構想や計画を皆が熟読すると
は限らない。わかりやすい、新ビジョンのシンボルとなる
キャッチフレーズやロゴなどがあれば、より多くの人や企
業に伝わるのではないか。

3

5
基本構想、基本計画をPRする際には、キャッチコピーや
ロゴがあったほうが市民にとってイメージしやすいと思
う。

3

6

３つの重点戦略は簡素になっているのでわかりやすい反
面、内容に偏りを感じた。稼げるまちはわかるが、それ以
外はイメージしにくく、目標は伝わるが方法があるのか伝
わりにくい。HPでの閲覧やシンポジウムなど、各戦略に
ついてもっと詳しく知る機会が欲しい。

新たなビジョンについては、ご意見も参考に、策定
後に市民の皆様に広く周知を図るとともに、説明
の機会を設けることなども検討してまいります。ま
た、具体的な取組等については、分野別計画や毎
年度の予算等で提示してまいります。

3

7

一歩先ではなく、もっと先（１０年～２０年）を見据えた、ビ
ジョンの作成が必要ではないか。もっとインパクトのある
内容でないと誰も見向きもしない。人口は急には増えな
い。それを前提にビジョンを作るべきだと思う。

基本計画の計画年次を２０４０年までとし、人口に
ついても中長期的な視点をもって、都市の総合力
を向上させることにより、その増加を図ることとし
ています。

1

8

学歴、能力、障害の有無、国籍、貧富など、あらゆるものを
分別する相対的な価値観を離れて、住民を包括的に護
り、活躍の場を創造し、渾然一体となって暮らしていける
北九州市を目指してほしい。素案は包括的と渾然一体が
欠けている。教育においても、さまざまな人、文化を包括
的に受け入れることを当たり前とする価値観を育てるこ
とが重要。

基本構想第２章１の「年齢や性別、国籍に関わらず
～」など、新たなビジョン全体を通じて包摂性の重
要性を踏まえた記述をしています。

1

9

武内市長には期待しているが、素案の内容は北橋市政の
「元気発進！北九州プラン」と変わらないのではないか。
また、一万人でよいので北九州市を出て行った元市民の
意見を聞くことも重要ではないか。具体的な目標数値を
示した事を重要視しているが、達成できなかった時の身
の振り方まで言及されてはどうか。

新たなビジョンの特徴として、目指す都市像の実
現に向け、まずは「経済成長」を最優先課題に位置
づけ、３つの重点戦略による「成長と幸福の好循
環」を動的に創っていくこととしています。そのた
め、基本構想に掲げる３つの重点戦略については、
各戦略を並列で総花的に並べるのではなく、有機
的につながり、前向きな動きのあるものとしてい
ます。また、それぞれの戦略では、これまでの北九
州市政の実績も引き継ぎながら、その強化や新た
な取組にも挑戦してまいります。市外転出者の
方々については、アンケート調査を実施し、ご意見
を い た だ い て お り 、 そ の 結 果 は 市 HP
（ https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kika
ku/28500290.html）で閲覧できます。成果指
標については、目標年次までの達成を目指し、取組
を進めてまいります。

1

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

基本構想・基本計画　全体

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性（＝戦
略）を示したものであることから、具体的な取組等
（＝戦術等）については、分野別計画や毎年度の予
算等で提示してまいります。その際は、市民の皆様
に分かりやすく伝わるよう工夫してまいります。

ご意見のとおり、新たなビジョンを広く市民の皆様
と共有していくために、今後、キャッチコピーなど
を検討してまいります。

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kika
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新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

10

北九州市ならではの視点が見つからない。人口減少傾向
にある中核都市のどの名前を被せても違和感のない内
容。 日本全体が急激な人口減少にある中で、いかにして
少ないパイを取り込もうかという発想を見直した方がい
いのではないか。人口を増やすことにこだわりすぎた近
視眼的な印象を受ける。

1

11

目指す都市像は北九州市の姿をストレートに現しておら
ず、名前を替えれば、どの都市や企業の紹介文になって
もおかしくない。前文にも、四大工業地帯の一つとして百
万都市となった歴史と、人々の「挑戦」のつながりを、誰も
が北九州市をイメージできるキャッチコピーで示す表現
が必要ではないか。そのキャッチコピーは「メガ・タウン」
を使ってはどうか。

1

12

今の市長になってから改善を感じていることが書かれて
おらず、地域の課題とポテンシャルを感じさせない漠然と
した絵空事のようで、住民として期待感が持てない。既存
の市民向けの目線が強く、これから市民になってほしい
層へのアプローチが弱いと感じた。

新たなビジョンは、北九州市のこれまでの歩みや
個性、強みを踏まえ、目指す都市像やそれを実現す
るための重点戦略を示すものです。具体的な取組
等については、分野別計画等で提示してまいりま
す。また、市外の方に北九州市の魅力を発信し、来
ていただくことは重要な視点であり、これを踏まえ
た記述をしています。

1

13

北九州市の内側からだけみた戦略の様にも見える。外か
らも見るべき。人口が減るという視点になり切れていな
いことは、北九州市の抱える課題を先送りにしているか
のようにも見える。人口減の視点はもっと積極的に市民
に説明すべきではないか。バックキャスティング的視点を
取り入れることも必要。

北九州市を外からの視点で捉えることも重要と考
えており、新たなビジョンの策定にあたっては、有
識者をはじめ、様々な方々からご意見をいただい
ています。人口については、減少している現状を踏
まえながらも、人口増を目指す必要性を基本計画
第５章に記述しています。また、新たなビジョンに
おいては、目指す都市像の実現に向け、経済成長
の実現を最優先課題とし、３つの重点戦略による
好循環を生み出すという方向性を示し、高い成果
指標を設定するなど、バックキャスティング的な視
点も取り入れています。

1

14
人口減少は国の失策。人口を増やすためにカタカナ混じ
りのわかりにくいプランを並べないで、地球環境を見据
えてあるべき街づくりを描いてほしい。

新たなビジョンでは、人口減少や少子高齢化、世界
的な地球温暖化など、北九州市を取り巻く社会課
題を踏まえ、目指す都市像とそれを実現するため
の重点戦略を提示しています。表現については、ご
意見も参考にできるだけ分かりやすくなるように
いたします。

2

15

「一歩先の価値観」という視点は、市の歴史やポテンシャ
ルを踏まえ、今後どう歩んでいくのか普遍的な方向性を
わかりやすく示したものと感じる。これを基本計画等にど
の様にブレイクダウンしているのかという記述を基本計
画第1章で示すことで、より分かりやすいものとなるので
はないか。（イメージ図等で示せないか）また、基本計画の
3つの重点戦略の中で、一歩先の価値観という切り口に
よる特徴づけができたら、従来の計画との差別化も出来
る。今まで「稼げるまち」のフレーズが独り歩きしすぎた感
が否めない。「一歩先の価値観」をもっと前面に打ち出せ
ればと考える。

基本構想では、目指す都市像とその実現に向けた
３つの重点戦略が動的に連関していることを示し
ています。また、基本計画ではその重点戦略に基づ
く主要な政策をまとめ、目指す都市像から基本計
画の主要政策までの体系化を図っています。こう
した考えを踏まえ、分野別計画や毎年度の予算等
で具体的な取組を行いながら、市民一人ひとりが
新たな「一歩先の価値観」を体現できるまちを目指
してまいります。ご意見については、今後、新たな
ビジョンを市民の皆様へ説明する際の参考とさせ
ていただきます。

3

16

地方自治法に規定された「住民の福祉の増進を図ること
を基本として、地域における行政を自主的かつ総合的に
実施する役割を広く担うものとする。」という北九州市の
役割について、基本認識を明確にすべき。また、このまち
の主人公は市民であるとの観点も、明記すべき。

ご意見を踏まえ、基本構想第２章１に記述を追加・
修正します。また、市民が主役というご意見につい
ては、基本計画第１章４に趣旨に沿った記述をして
います。

2

新たなビジョンでは、北九州市のこれまでの歩み
や個性、強みを踏まえ、目指す都市像やそれを実現
するための重点戦略を示しています。また、人口増
を目指す理由については、基本計画第５章に記述
しています。キャッチコピーについては、新たなビ
ジョンを広く市民の皆様と共有していくために、今
後、検討してまいります。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。
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新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

17

新たな基本構想は、初めて地方自治法ではなく、北九州
市自治基本条例にもとづいて策定される。地方分権時代
という観点で特徴的なことである。冒頭挨拶文に記載し
てもよいのではないか。また、自治基本条例が希求する
「市民自治」の発展に寄与する旨を記述すると基本構想に
一層の幅と厚みが増す。

直接的な記述はしていませんが、基本構想・基本計
画については、北九州市自治基本条例の趣旨に
沿って策定しています。また、基本計画第１章４に、
まちづくりの主役である市民の皆様をはじめ、企
業、事業者、地域団体、行政など、各ステークホル
ダーの役割と連携を示し、「市民自治」を掲げた自
治基本条例の目的に沿った記述をしています。

4

18
全体的に「文化」「文化芸術」「文化・芸術」と表記が混在し
ている。

ご意見を踏まえ、統一すべき部分の記述を修正し
ます。

2

19

新たなビジョンの第一目標は「稼げるまち」だが、子ども
対象や社会包摂的な文化芸術施策は、概して稼げず、成
果がすぐには見えて来ない。長期的視野にたって、「文化
芸術により『人づくり』、『生きがいづくり』、『住みよい社
会づくり』」を進めるまち」というビジョンが共有できると
良い。

新たなビジョンでは、まずは経済成長を実現し、こ
れにより高まる物心両面での多様なライフスタイル
ニーズに応えるため、「彩りあるまち」を実現するこ
ととしています。そのなかで、心身に潤いや活力を
与える文化芸術の振興を図ってまいります。ご意
見については、関係部局に伝え、今後の参考とさ
せていただきます。

3

20
北九州市文化振興計画にある「創造都市」という単語が
ひとつもない。行政の連続性から見れば、おかしいので
はないか。

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであることから、具体的な文化施策等に
ついては、分野別計画等で提示し、実施してまいり
ます。

4

21
全体的な市の観光戦略としての観点をもっと書き込んで
はどうか。

観光の振興については、基本計画第３章２－（３）や
基本計画第７章に記述しています。具体的な取組
等については、分野別計画や毎年度の予算等で提
示してまいります。

4

22
市民に要望すること、期待することの有無はいかに。有る
のならどんなことか。

市民の皆様には、まちづくりの主役として新たな
ビジョンを共有し、市全体一丸となって目指す都市
像の実現に進んでいただきたいと考えています。
基本計画第１章４に、まちづくりの主役である市民
の皆様をはじめ、企業、事業者、地域団体、行政な
ど、各ステークホルダーの役割と連携を示し、「市
民自治」を掲げた自治基本条例の目的に沿った記
述をしています。

1

23
目指す都市像にある「つながり」、「情熱」、「技術」がなぜ
選ばれているのか、なぜグローバルなのか、説明が不足
していて分からない。

2

24

「北九州市が目指す都市像」について、北九州市の課題、
目標、ポテンシャルなどが全く伝わらない。特に「スポット
ライト」「イキイキ」など具体性のない表現は要点をわかり
にくくしている。具体的な展望が見える方がよい。

2

25
都市像の「一歩先の価値観を実現する」については、「・・・
創造する」の方がよい。価値観は物事の価値についての
考え方なので、「実現する」はやや違和感がある。

ご意見を踏まえ、「体現する」という表現に修正し
ます。

2

26
「北九州市の挑戦」の内容がありきたりであり、これまで
の考え方と何ら代り映えがしない。

基本構想第1章１は、これまでの北九州市の主な歩
みに関する記述となるため、これまでの基本構想・
基本計画と共通する部分はあります。基本構想第１
章２では、これまでの北九州市の歩みを踏まえ、
「一歩先の価値観」という新しい考え方を盛り込ん
でいます。

1

27
北九州市の自然やルネッサンス構想時代のまちづくりの
骨格形成を記載するべきではないか。公害の克服以降の
記載が環境分野に特化しすぎではないか。

ここでは、北九州市の主な歩みとそれに伴い培わ
れた個性について記述しています。

4

ご意見を踏まえ、より分かりやすくなるよう、目指
す都市像についての記述を追加します。

基本構想　北九州市が目指す都市像

基本構想　第１章　北九州市の挑戦
基本構想　第１章１　北九州市の歩みと個性

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。
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新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

28

（1）について、北九州市は非核平和都市宣言の認識に基
づく記載があるべき。これまでの「基本構想」でも、「市民
に平和の尊さを理解してもらうとともに、これを後世に
伝えていくことに努めます。また、都市間・市民レベルで
の国際協力や国際交流活動の充実を図り、平和への貢献
につなげていきます。」と、北九州市としてのスタンスを
明確にしている。

ここでは、北九州市の主な歩みとそれに伴い培わ
れた個性について記述しています。平和の大切さ
に関する取組については、基本計画第４章２－（１）
に記述しています。なお、ご意見にある平和に関す
る記述については、これまでの基本構想・基本計画
では基本計画の分野別の「施策」の中で提示してい
ますが、新たなビジョンは「政策」レベルまでの記述
としています。

4

29

（２）の「歴史や文化、祭り、食、暮らしなど～」は、旧五市
の特色を正確に反映しているとは言えない。これを「港・
歴史や商業・文化、資源開発、ものづくり、技術教育など
～」としてはどうか。

ここではイメージしやすい代表的な例を示してお
り、その他の事項については「など」に含まれるも
のとしています。

4

30
（３）に記載されている企業が世界的な企業であることは
十分認識しているが、基本構想の文言に個別の企業名を
記載することに違和感がある。

「ものづくり」のまちとしての個性を分かりやすく
示すため、北九州市を代表する世界的な企業を例
示しています。

4

31

（３）について、「環境と多様性」に舵を切り、製造業を軽視
したことが、北九州市の経済力低下の原因となった。「明
治日本の産業革命遺産」登録で活躍した加藤康子氏は、
北九州市を物作りの街として再生することが重要との考
えを述べている。加藤氏をアドバイザーに迎えて、観光と
産業政策につき意見を聞くべき。

ご意見については、関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

3

32
（５）について、「産学官民連携の力」を補足するために、
「婦人会が立ち上がり、それを契機に企業と行政・研究機
関も一体となって公害を克服しました」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、基本構想第１章１に記述を追加し
ます。

2

33
（６）で北九州エコタウンの内容の見える化(稼ぎ率・CO2
逓減率等)をするとより分かりやすい。

ここでは、北九州市の主な歩みとそれに伴い培わ
れた個性について総論的にとりまとめていること
から、施設の詳細等は記述していません。

4

34
（７）で水道代の安さ・上下水道の整備のよさ・水源が多く
渇水の危険性が低いこともアピールしてほしい。また、
（８）に統一教会との断絶決議について記載してほしい。

ここでは、北九州市の主な歩みとそれに伴い培わ
れた個性について記載しています。新たなビジョン
に記述はしませんが、ご意見については、関係部局
に伝え、今後の施策や事業等の参考にさせていた
だきます。

3

35
（８）について、暴力団だけに絞り込まず、日常生活全般へ
も拡げる視点で。

日常生活における「安全」等については、基本構想
第２章２－（３）や基本計画第４章に記述していま
す。

1

36
一歩先の価値観が分かりにくい。拠り所となると書いて
いるが、これは実現できているということか。都市像で
は、これから実現するように見える。

2

37 一歩先の価値観が理解できない。 2

38

「一歩先の価値観」は、これらの価値観が現在欠けている
から獲得しようというのではなく、すでに北九州市の特
徴としてこれらを共有しているのだから、これを使って成
長していこうという市民へのメッセージだということが
はっきりわかるように、そして市民を勇気づけるような書
き方にしていただきたい。

2

39

タイトルから市が考えた価値観を一方的に押し付ける
ニュアンスを感じる。市民や企業なども含めた「北九州
市」であることが伝わりやすいように、「北九州市が持つ
『一歩先の価値観』」としてはどうか。

2

40
「能力開花」、「利他の精神」、「持続可能」というコンセプト
は、これまでも言われてきたことであって、これを「一歩
先の価値観」として打ち出すことに斬新さを感じない。

2

素案で提示した３つの価値観とは、北九州市のこ
れまでの歩みによって体現してきたものを記述し
ています。すべては盛り込めませんが、ご意見を踏
まえ、基本構想に記述を追加・修正します。

基本構想　第１章２　北九州市が考える「一歩先の価値観」

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

41

示された３つの価値観は、一歩先というよりは、人が生き
ていく上での根源的な価値観ではないか。一歩先の価値
観というと、「街を楽しむ」や「自由気ままに」などの誤解
を与えるのではないか。

2

42

「能力開花」「利他の精神」「持続可能」を実現するために
具体的に何をするかが書いてない。「利他の精神」を呼び
覚ますよすがとして、QUEENを活用してほしい。DVD
「ボヘミアン・ラプソディ」を見て検討してほしい。

2

43

示された３つの価値観には、「一歩先の」の「先」が十分に
反映されてない。「創造的なものづくり精神」は、北九州
市の「一歩先の価値観」のコアであるともいえる。是非説
明の中に補足してほしい。

2

44
「一歩先の価値観」に、「新しいことに挑戦する文化」や「不
屈の精神」も含めてはどうか。

2

45
「まちも人も徐々に元気を失って」とあるが、人が元気を
失ってというのは、「情熱」や「つながり」と矛盾するので
はないか。「人」は削除してはどうか。

2

46
中段の「アジアにおいても、…」の件は、北九州市との関
係においてどんな意味があるのかわからない。あえて書
く必要があるのか。

2

47

最後の「だからこそ、…」の部分は、北九州市の優位性、可
能性を表現したものだが、冒頭の「時代に対応できず」、
「人口も減り始め」、「元気を失って」きたことは、何が原因
なのかの分析がなければ、辻褄が合わないのではない
か。

2

48

「～女性活躍などの分野において、その地位が年々低下
しています」は言い過ぎ。「～女性活躍などの分野におい
て、その実績と国際ランキングが低下しています」として
はどうか。

2

49

少子高齢化や気候変動など全ての都市に共通する課題
を書くだけではなく、地理的優位性など北九州市独自の
内容を積極的に書き込むべき。官営八幡製鐵所の誕生、
関門鉄道トンネルの開通などによる九州の玄関口として
の地位獲得、鉄鋼生産拠点としての優位性の喪失、鉄道
時代から航空時代への対応の遅れ、北九州空港の開港や
東九州道の開通などによる交通の拠点性獲得などを書
き込むことで、北九州市が「一歩先の価値観」を獲得して
きた歴史と今後の北九州市の飛躍が必然であることを理
解することができる。

2

50

最初の１～４行目を、「オイルショック後の「鉄冷え」、それ
が発端となった製造業の合理化の進展に伴う人員削減、
1980 年代半ば以降の円高や貿易不均衡是正策の推進
による製造業の海外移転などが、北九州市の経済活動を
直撃しました。さらに、工業都市と支店経済都市としての
両面を持ち合わせる九州最大の拠点都市でしたが、
1970年代に劇的に起きた鉄道から航空へのシフトへの
対応が遅れ、陸路から空路にシフトする時代への対応が
遅れ、企業・事業所の市外転出が相次ぎます」としてはど
うか。

2

51
「都市のDNA」が突然出てきて意味がはっきりしない。説
明を追加するか、第１章１にあわせて「個性」など、別の言
葉を使った方が良いのではないか。

北九州市のこれまでの歩みの中で培われ、受け継
がれてきた特性を「都市のDNA」と表現してます。
ご意見を踏まえ、記述を追加します。

2

素案で提示した３つの価値観とは、北九州市のこ
れまでの歩みによって体現してきたものを記述し
ています。すべては盛り込めませんが、ご意見を踏
まえ、基本構想に記述を追加・修正します。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

52

北九州市の「一歩先の価値観」とは「市民一人ひとりや
～」、「市民が相互に～」、「地域が直面する課題を地域の
力で～」とすべてが他人任せ。地域は高齢化が進み、そん
な元気はない。中小企業もアップアップ。 自治会の活動
も高齢者に任せっきりで「持続可能性」などはない。市職
員を職務の一環として自治会活動に参加させ、若い世代
の参加を促進させるべき。

目指す都市像の実現にあたっては、まちづくりの
主役である市民の皆様一人ひとりが、まちの将来
像を「自分ごと」として捉え、産学官民で総力をあ
げ、北九州市が一丸となって政策を進めていく必
要があります。そのため、基本計画第１章４に各ス
テークホルダーの役割を示しています。また、地域
の力を今後とも発揮していくための政策を基本計
画第４章２－（４）に記述しています。市職員の自治
会活動については、引き続き参加促進に取り組ん
でまいります。

1

53
北九州市が考える「一歩先の価値観」で高齢者の能力活
用の仕組を掘り下げてもらいたい。人口減少にすでに直
面している事実の中で考えていく必要があるのでは。

ご意見のとおり、高齢者の活躍は重要な視点と考
えており、基本構想第２章２、基本計画第２章２－
（４）、第４章２－（５）に趣旨に沿った記述をしてい
ます。

1

54

「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現によって子育てや
保健・医療・介護・福祉などの分野において質の高いサー
ビスが提供されるというのは本末転倒。強い経済が実現
し、消費への意欲が高まらなければ安心と安らぎが感じ
られる暮らしが実現しないように思われるので、優先順
位を逆転させてほしい。

2

55
人口増加とそれに伴う経済成長を目指すあまり、地域社
会にある差別解消や脆弱な立場にある人々への社会保
障の記述が不十分であると言わざるを得ない。

2

56
「稼げるまち」が実現すればいいと思うが、市民生活も
しっかり守るという言葉が欲しい。

2

57
稼いで、彩りで、安らぐにつながるのか分かりにくい。市
民の生活は最後なのか。

2

58

まずは、最優先で「稼げるまち」の実現、それが実現したら
次に「彩りあるまち」、そのあとに「安らぐまち」の実現に
つなぐという表現になっている。中・長期の戦略は当然必
要だが、少子・高齢化への対応や、厳しい市民のくらしを
支える施策など、一刻の猶予もならない課題が山積して
いる北九州市の現状に即応する観点が必要。

2

59

「稼げるまち」は行政が作る計画にはなじまないのではと
思ったが、市長の説明で、成長と幸福のための循環の
きっかけとして、今の北九州市に大事なことなのがよく
理解できた。素案ではそうした考えが少し分かりにくいの
で、整理をした方が良いのではないか。

2

60

３つの重点戦略「稼げるまち」、「彩りあるまち」および「安
らぐまち」に賛同する。基本構想の第２章１にあるように、
限られた財源や資源のなかで、重点戦略に優先順位をつ
け、好循環を生み出すことは重要と考える。

1

61

稼げるまち、彩りのあるまち、安らぐまち、がうまくつな
がって、まちが潤っていく好循環が本当に実現できるか
は、市の職員の頑張り次第。実現できれば、北九州市での
生活が幸せなものになりそう。期待している。

1

基本構想　第２章　目指す都市像の実現に向けた３つの重点戦略
基本構想　第２章１　３つの重点戦略による「成長と幸福の好循環」

「稼げるまち」の実現を最優先課題に位置付け、ま
ずは都市の経済力を高め、これを起点に３つの重
点戦略による「成長と幸福の好循環」を実現してま
いります。

現在、北九州市は、経済成長の停滞傾向が続いて
いるうえ、市の財政状況も厳しく、まちが活力を失
い、様々な政策を実施する十分な財源がありませ
ん。そこで、新たなビジョンにおいては、経済成長
を最優先課題に位置付け、これを実現させること
で、まちの活力の向上や税収の増加などを図りま
す。その成長の果実をもって、市民の「安らぐまち」
の実現へとつなげ、「まちの成長」と「市民の幸福」
の好循環を創出してまいります。一方で、ご意見を
踏まえ、表現についてはより分かりやすくなるよ
う、基本構想第２章に記述を追加・修正します。ま
た、安全・安心な暮らしについても、市民生活の基
本となる大切な部分であることから、基本構想第２
章に記述を追加します。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

62

３つの重点戦略には、「自然環境」に対するビジョンがほ
とんど示されておらず、自然環境保全意識の欠如、自然
環境の崩壊につながるのではと感じた。地球環境の危機
が叫ばれる昨今、人間以外の生命の包摂性を考えること
は「一歩先の価値観」の構築につながる。４つ目として「自
然と共生するまち」という文言を加える必要がある。ま
た、具体の取り組みとして、自然環境への普及啓発、自然
環境を啓蒙する市民活動のバックアップと市内のミュー
ジアムの連携、 E S D・S D Gsの推進などが必要。

2

63

世界の社会課題として気候変動問題やカーボンニュート
ラルはあがっているが、「生物多様性の保全」がない。曽
根干潟等々、唯一無二の貴重な財産を有している事を踏
まえ、「生物多様性の保全」を記載してほしい。

2

64

世界中の海水を凍らせて海水温を下げる、アイドリングス
トップステッカーの作成、花火大会等空気を汚染する催し
の廃止、一戸建てを増やし木を植えることなどを提案す
る。COP28で言ってる様な2030年迄にCO2削減とか
悠長な事言ってる場合ではない。この先地球上の人達が
無事暮らせる様、北九州から発信される事を願う。

3

65 曽根干潟のラムサール条約湿地登録を目指すこと。 3

66
響灘ビオトープ及びその周辺を日本初の「チュウヒ保護
区」に指定すること。

3

67
全国的な問題である風力発電と太陽光発電設置における
自然環境と住民への影響について対策を早急に決定する
こと。

3

68

近隣の都市と比べて北九州市の大気は悪いと感じる。北
九州市は公害を克服した街と謳われているが、それは過
去のこと。今は悪化している。初心に帰り見直す必要があ
る。

3

69
小倉でかねてより気になってきたのが、空気の悪さ、工
場の臭い。

3

70
「稼ぐ・彩り・安らぐ」もよいが、「人間を育てる。強い市に
する。」を入れてはどうか。「人を育てる教育立市」をさら
に進める。

人材育成は重要と考えており、基本計画第２章２、
第３章３に趣旨に沿った記述をしています。また、
強い経済や災害に強いまちの実現に向けた取組を
進めてまいります。

1

71
「稼げるまち」を「豊かなまち」または「潤うまち」に表現を
変えてはどうか。稼げるという言葉に良い印象もあるが
良くない印象もある。お金だけの印象が強い。

4

72
「稼げるまち」とは言葉そのものに魅力がなく、短絡的で
あるので変えるべき。

4

73

「稼げるまち」については、市内外の企業や市外の人たち
に対して、北九州市が産業政策に力を入れていくという、
分かりやすいメッセージになっており、ありきたりな平凡
なフレーズを使うよりも大変良いと思う。

1

74

「市外に流出している若者や女性などにこのまちに留
まってもらい」とあるが、人的資本の蓄積につながること
から、人が流出していくのは悪いことではない。重要なの
は彼らが戻ってきてくれるかどうか。そこで、「市外に流
出している若者や女性などにUターンしてもらい」として
はどうか。

北九州市に住み続けたいと思う若者や女性を増や
すことに加え、Uターンについても重要と考えてお
り、基本計画第２章２－（２）に趣旨に沿った記述を
しています。

1

目指す都市像の実現に向け、まずは経済成長に取
り組むという方向性を市民や企業の皆様と共有す
るため、分かりやすい表現を使っています。

基本構想第１章１のとおり、北九州市の「環境先進
都市」、そして「SDGｓ未来都市」としての取組は国
内外で評価されており、大きな強みであります。引
き続き、自然環境の保全を含めた環境分野での取
り組みを進めてまいります。また、ご意見を踏ま
え、基本計画第３章１－（１）に「自然環境の保全」の
記述を追加します。具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

75

市外から訪れて魅力を感じたからそのまちに住み、人口
が増えるという考え方が成立するのか疑問。まちを訪れ
て魅力を感じることがそのまちに住むきっかけになると
いうデータに基づいた戦略なのか。まちの魅力と人口が
リンクするというデータが有るのか。

まちの魅力を発信し、まずは北九州市を知っても
らうことが重要であると考えています。その中で
「稼げるまち」の実現により魅力的な雇用の創出な
どを図り、市外からの移住につなげてまいります。

4

76

歯車みたいなイラストは他所の真似ではないかという指
摘があるので削除した方がよい。 この手の意味のないイ
メージを載せるより、各ページの見出しデザインやレイア
ウトを見やすくしてほしい。

歯車のイラストは３つの重点戦略による「成長と幸
福の好循環」を分かりやすくイメージできるよう今
回新たに作成いたしました。ページデザイン等への
ご意見については、今後の資料作成の際の参考と
させていただきます。

4

77
基本構想第２章２－（１）に「こうして、若者や女性、高齢者
も障害のある人も」とあるが、国外からも人や企業を呼び
込もうとしているのだから、「外国人」も入れてはどうか。

2

78
「若者や女性、高齢者も障害のある人も」を「若者や女性
も、高齢者も障害のある人も、外国出身者も」としてはど
うか。

2

79
環境モデル都市としては、地球温暖化・沸騰化等に対する
視点が弱いのではないか。食料の問題は見えにくいが、
非常にやっかいな課題になるのではないか。

1

80

安全保障や気候変動などの視点が必要ではないか。貿易
自由化等で安い食料等が入ってくると日本全体食料生産
がおぼつかなくなるのでは。稼ぐ部分と同様に生存権に
係る領域等も地方自治体の戦略に組み込む時代になりつ
つある。環境モデル都市と言われながら、もう少し先を見
る戦略をも入れてないと「今だけ」的になるのかも。

1

81

2040年に推計される80万人にとって重要な問題は何
かと想像した時、地球規模の環境変化によって生きる基
盤である水や食料、そしてエネルギーの安定供給が切実
な切り口になるのではないだろうか。

1

82

環境問題、世界的な食料や水の不足問題、AI の進化やグ
ローバル化に伴う貧富の格差問題への対応を踏まえ、北
九州市は大都市としては自然の豊かさとともに第１次産
業が保持されていることから、「食」を重点戦略に入れて
はどうか。

1

83

「稼げるまち」の実現が都市構想の主幹となるはずなの
で、具体的な産業名や業種名を出した方がよい。深刻な
高齢化と人口減が進む中で「誰もが活躍できるまち」とい
う表現には現実味が感じられない。「彩りあるまち」はス
ポーツやエンタメ、イベント誘致の実績と展望について書
いてほしい。門司港など観光や駅前の再開発にも力を入
れていることを書いた方がよい。

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであることから、具体的な取組等につい
ては、分野別計画や毎年度の予算等で提示してま
いります。また、少子高齢化や人口減少が進む中、
持続可能なまちづくりを進めるためには、「誰もが
活躍できること」が重要であると考えています。

4

84

基本構想第２章２－（２）に「豊かな自然と歴史を生かした
観光資源の磨き上げ」とあるが自然の利活用は「保全」が
あって成り立つもの。行政として「豊かな自然の保全と利
活用」という姿勢を明示して欲しい。

2

85
自然に関しては、曽根干潟など、人の手を加えず保全す
べき箇所がいくつもあるため、「保全」という文言を入れ
てほしい。

2

86

基本構想第２章２－（３）の３行目に、「教育」も明記した方
がよい。活力あるまちづくりは人材育成なくしては行えな
い。家庭環境や経済力に関わらず、全ての子どもの権利
である義務教育に関してはしっかり予算も人手もかけて
手厚く行って頂きたい。

教育に関しては、基本構想第２章２―（２）、基本計
画第３章３に趣旨に沿った記述をしています。

1

ご意見を踏まえ、基本構想第２章２－（１）に記述を
追加します。

ご意見のとおり、自然の利活用は保全が前提とし
てあり、「生かす」には「保全」も含むという趣旨で
したが、ご意見を踏まえ、基本計画第３章１－（１）に
「自然環境の保全」についての記述を追加します。

基本構想第１章２のとおり、世界的な気候変動は、
北九州市を取り巻く大きな社会課題の一つと捉え
ています。また、基本計画第２章３－（５）のとおり、
農林水産業の安定生産・増産に向けた取組を進め
てまいります。安全保障等に関するご意見につい
ては、関係部局に伝え、今後の参考とさせていた
だきます。

基本構想　第２章２　３つの重点戦略

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

87

基本構想第２章２－（３）の８行目について、市内でも部落
差別に関わる差別事件・事象が続発していることなどを
踏まえ、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」に
合わせて、「子どもから高齢者まで、障害の有無、性別、社
会的身分、門地、国籍に関わらず」と「社会的身分、門地」
を加えて変更してほしい。

ご意見のとおりの記述ではありませんが、同和問
題も重要と考えており、基本構想第２章２－（３）に
人権課題全般を包含するものとして「など」の記述
を追加いたします。

2

88

計画の推進体制について、これまでと同様な内容。これま
で実行できてない所に問題があったのではないか。例え
ば、市民がまちづくりの主役というが、結論ありきでの政
策が目立ち、市民の意見を聞いていたとは思えない。

3

89

「各主体における役割のイメージ」に、基本構想6ページに
ある「能力開花」等の３つの視点が直結していないように
感じる。従来との違いを強調している割に、ここは今まで
と同じような書きぶりで、あれだけ煽っておいて、ありき
たりな書きぶりで拍子抜けする。市民としての「覚悟」は
これでいいのか。

4

90

草の根的なNPO活動が弱い北九州市だからこそ、企業や
市民の自助から共助に向けた活動を促進することで、社
会課題の解決を目指してもらいたい。例えば、共助社会
を形成するため、自治体と企業・市民の接点となる組織を
作り、FDC（福岡地域戦略推進協議会）のようなシンクタ
ンク機能と実際の活動機能を持つ官民連携組織を構築し
てはどうか。

ご意見については、関係部局に伝え、今後の参考
とさせていただきます。

3

91

北九州市の負債は令和3年度末で1兆3,050億円。その
後も1兆円前後ある。借金返済のロードマップはあるの
か。借金は無い方が良いに決まっていると思うが「適正な
借金額」という考え方は有るのか。

北九州市の市債残高は、令和３年度決算時点で約
1兆1,883億円であり、直近の決算である令和４
年度決算時点では約1兆1,893億円となっていま
す。基本的に借入後30年間で計画的に償還（返
済）しています。市債を発行する意義として、毎年
度の財政負担を平準化することや世代間の負担の
公平を図ることなどがある一方、公債費（償還）は
後年度の予算編成の圧迫要因となるため、過度な
市債発行は慎む必要があります。この観点から、令
和4年度から投資的経費の適正水準として620億
円を上限に予算の調整を行っているところです。
また、市債残高の総額については、適正な額は設
定しておりませんが、市政変革の推進の中で、市債
の発行抑制に取り組んでまいります。

4

92
タウンミーティングの市長の話にあった、稼げるまちを進
めるための3つのステップが非常に分かりやすく共感が
できた。ぜひ、盛り込んでもらいたい。

2

93
どうやって「稼ぐまち」を実現しようとしているのか教え
てほしい。

2

94

「稼げるまち」に期待している。環境に強みのある北九州
市でのＧＸの推進、主夫・主婦や高齢者などの活用できる
労働力の発掘など、今後益々良い市になるように頑張っ
てほしい。

1

95
土地について、北九州市にはかなりの余力がある。実現
の可能性はかなり高いのでは。

1

96

北九州市は未活用地の多さ、自然エネルギーの利用状
況、環境対策へのノウハウは全国的にも優れていると考
えられる。ベンチャーの誘致等、他地域でも行われている
内容ではなく持っている強みを活かした方が市外の企業
等の注目度も高まるのではないか。

ご意見のとおり、北九州市固有の強みやポテン
シャルを最大限に発揮し、「稼げるまち」を実現して
まいります。

1

基本計画　第１章　計画の策定にあたって

基本計画　第２章　「稼げるまち」の実現

基本計画第１章４で示した計画の推進体制は、北九
州市自治基本条例における各主体の役割を踏まえ
たものです。そのため、基本的な考え方は共通する
ものと考えています。目指す都市像を市民の皆様
と共有し、市が一丸となって進んでいくため、ご意
見も踏まえながら、今後の取組を進めてまいりま
す。

ご意見のとおり、基本計画に掲げた取組を推進し、
「稼げるまち」を実現してまいります。

ご意見を踏まえ、基本計画第２章に「稼げるまち」
の実現について、より詳しい説明を追加します。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

97
「若者に魅力ある企業の誘致」という文言に、大いに共感
する。若者との対話を継続的に行なってほしい。企業誘致
に向けたヒントが見つかるかもしれない。

ご意見のとおり、新たなビジョン策定後も様々な
機会を捉えて、若い世代の方々との意見交換の場
を設けていきたいと考えています。

1

98
市内に仕事場がない。工場誘致や農産業の改革、魚の陸
上養殖、北九州空港の活用等を考え、早期に働く場所を
つくる必要がある。

ご意見のとおり、「稼げるまち」を実現し、雇用の創
出を図ります。具体的な取組等へのご意見につい
ては関係部局に伝え、今後の施策や事業の参考と
させていただきます。

1

99

既存の医療施設・団体では、働き手を探すことも困難にな
りつつあり、これは実質的な賃金の低さに起因すると考
えられる。医療従事者に適切な賃金が支払われるようサ
ポートすることはできないか。

「稼げるまち」の実現に向け、生産性向上などを図
り、企業収益や働いている従業員の方々の報酬の
向上につなげてまいります。また、基本計画第６章
に成果指標として、市民雇用者一人当たりの市民
雇用者報酬の記述を追加します。

2

100
留学生を含めた高度外国人材の就職地選択、訪日観光客
の訪問先選択行動を踏まえた観光推進戦略の観点が弱
いので、追加してはどうか。

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであることから、具体的な取組等につい
ては、分野別計画や毎年度の予算等で提示してま
いります。ご意見については、関係部局に伝え、今
後の参考とさせていただきます。

3

101

基本計画第2章１－（１）の冒頭において、背景となる北九
州市の強みを説明するために、「北九州市の地理的優位
性及び各種輸送モードに対応できる物流基盤を生かし
て、（人流、物流の）陸・海・空ネットワークを構築します。」
を入れてはどうか。

北九州市の地理的優位性や各種輸送モードに対応
可能な物流基盤については、基本計画２章３－（４）
に趣旨に沿った記述をしています。

1

102

北九州市の市民一人当たりの市債残高が政令市で最も
多いのは、採算のとれない大型公共事業の実施に伴うも
の。税金の使い方についてシビアな総括が必要。にも関
わらず、「下関北九州道路」の事業を推進しようとしてい
ることは、説明がつかない。中止・見直しが必要。

下関北九州道路は北九州市と下関の都心部を結
び、循環型ネットワークの形成により、暮らし、産
業、物流など地域の一体的発展に寄与するととも
に、災害時における経路の多重化を確保するうえ
でも必要な道路であると考えています。

4

103
北九州空港はアジアのハブ空港を目指し、滑走路を少な
くとも5,000ｍに拡張すべき。

3

104

北九州空港の活用について 飛行機搭乗旅行者だけでな
く、そこに行きたくなる「空港（島）」へという視点も必要
ではないか。 例えば、公園、ドッグラン、釣り、牡蠣小屋、
ランニング、ヨガ、キッチンカー、カフェ、ショッピングモー
ルなど。

3

105
空港の名称を「九州国際空港」としてはどうか。また、空
港のハード・ソフト両面でのサービス拡充や路線拡大をお
願いしたい。

3

106

北九州空港へ鉄道でもアクセス可能になればさらに利用
しやすくなる。旅客路線ネットワークの拡大も賛成。福北
連携の一環としてLCCや近距離便を北九州空港発着に
変更し、福岡空港の過密回避対策としてはどうか。

3

107
新幹線を小倉駅から地下トンネルで北九州空港へ乗り入
れ、地上出口は行橋駅界隈とし、大分駅まで延伸する。

3

108 モノレールを空港まで延伸すること。 3

109

北九州空港と小倉駅周辺のアクセス向上が重要。エアモ
ビリティなど、陸路以外も考えるべき。また小倉港と小倉
駅のアクセス性を高めるとともに、小倉港の観光船乗入
れなど、交通結節点として小倉駅周辺の強化が必要。

3

基本計画　第２章１　稼げる「基盤」をつくる
基本計画　第２章１－（１）　陸・海・空のネットワークの構築

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。
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新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

110

北九州空港は、アクセス向上や観光資源としての利用が
必要。朽網駅と苅田駅の間に特急列車が停車できる新駅
を設置して、空港までシャトルバスを走らせる。新門司地
区から高速船やホバークラフト、更には、ロープウェイを
通して空から海上を眺めるのも、観光の目玉として面白
い。利用客、物流が多くなれば、第２の橋を架け、高速道
路との接続道路の整備も必要。

3

111

物流拠点として、物流関係者が休憩、休養が出来るよう
な施設があると口コミで北九州のおもてなしの心が広が
る。別府や湯布院から温泉湯を運び入れ、疲れを癒せる
安らぎの空間があってもよいのではないか。 北九州空港
内にも。

3

112

響灘と周防灘を結ぶトンネルを建設して、鉄道・自動車・
海水を通してはどうか。発生土は、北九州空港の拡張用
地の埋立土砂として活用。用地は航空・港湾関連施設、鉄
道基地、物流基地、自衛隊基地等に売却。日本海と瀬戸内
海の海水で潮流発電が永続的に可能。駐屯地や近隣の自
衛隊基地の跡地開発も可能となり、非常時の市街地被災
リスクも低減。

3

113

下関北九州道路により北九州が通過される都市にならな
いように、そのアウトカムがしっかり見える案の作成を。
同時に北九州空港は陸路が南区からのアクセスしかな
い。新門司側に海中トンネル等のアクセス確保も必要では
ないか。

3

114
戸畑、八幡間の鉱澤線の二階建での活用。上段に都市高
速道を設ける。物流の迅速化。未来の下北道路、界隈繁栄
化に繋ぐ。

3

115 小倉北区西港と藍島を結ぶ橋の建設。 3

116

福岡市との連携を視野に入れた施策も必要。産業構造や
人口構成、観光資源の数が異なることから、北九州市の
強みをより生かし、「福岡県」としての向上を図る取り組
みが重要。

基本計画第２章１－（２）のとおり、福岡市を含む周
辺市町との広域的な連携に取り組んでまいりま
す。

1

117
半導体等の未来産業の振興を掲げているが、先日北九州
市はPSMCの誘致に失敗したばかり。失敗の原因を分析
し、対策しているのか。

企業誘致に向けては、受け皿となる産業用地が必
要と考えており、基本計画第２章１－（３）のとおり、
新たな産業用地などの創出に取り組んでまいりま
す。

1

118

「新たな産業用地などの創出」があがっているが、小倉南
区の曽根干潟は「曽根干潟・保全利用計画」をもとに全面
保全し、「世界の曽根干潟」として利活用することを強く
求める。

3

119

曽根干潟の移転と跡地開発。干潟は人工的に他で再生可
能。土地、人、物、財が揃えば、国内有数なIT、デジタル商
業工業、学園、住宅、公共施設などを集中して建設が可
能。

4

120
絶滅危惧種であるカブトガニの生息地、曽根干潟を守り
続けてほしい。

3

121
土地利用規制の見直しはアウトプットではなくアウトカム
の視点での対応を。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

3

基本計画　第２章１－（３）　新たな産業用地などの創出

新たな産業用地などの創出にあたっては、自然環
境への影響なども考慮してまいります。また、曽根
干潟は、多種多様な生物が生息し、希少動物の宝
庫です。また、古くから漁業が営まれるなど、人々
の生活の場としても重要な干潟であることから、
大切に保全してまいります。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第２章１－（２）　メガリージョンの推進

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

122

「学生期」という表現が曖昧（高校生か、専門学校生か、大
学生か、など）。例えば学生期（高校生）などと記載しては
どうか。学生期からのアントレプレナーシップ教育や「文
理問わずすべての学生の基礎的なデジタルスキルの取
得・向上」など、教育内容も高校生、専門学校生、大学生の
間で変える必要がある。

学生期については、小学生以降の学生を想定して
おり、ご意見を踏まえ、記述を修正します。教育内
容などの具体的な取組等については、分野別計画
等で提示してまいります。

2

123

年齢や性別にとらわれずに大人も学び、学生も社会参加
することは重要。「センス・オブ・プレイス」が養われる利点
もある。先進的な成功モデルをつくってほしい。地元企業
のリスキリングに市内の大学が協力、市のイベントの企画
に地域の学生に参加してもらうといった方策が考えられ
る。

基本計画第２章２－（２）、（４）の記述のとおり、若
者がまちづくりや社会課題解決に主体的に関わる
機会の創出、年齢等に関わらない学び直しに取り
組んでまいります。具体的な取組等についてのご
意見については、関係部局に伝え、今後の施策や
事業等の参考とさせていただきます

1

124

「性別に関わらないキャリア形成の支援」について、子育
てや家事との両立がメインに見える。生産性向上が前提
にはなるが人を大切にするホワイト企業を増やしていく
ことが大事。市民一人ひとりに合った働き方を選べるよ
うに、事業者へのサポートや意識改革が必要。

基本計画第２章２－（３）、（４）のとおり、働き方改
革の推進や企業の健康経営の理解促進、就業環境
の整備に取り組んでまいります。

1

125
「仕事の継続や復職の意欲向上に向けた取組み、働き方
改革などを推進」とあるが、どのような取り組みか、一文
あるとイメージしやすい。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等については、分
野別計画や毎年度の予算等で提示してまいりま
す。

4

126
子供託児所の拡充(補助制)・企業への導入補助拡充(女
性の働き方確保)。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

3

127
稼げるまちには、高齢者をどう組み込むか、どう貢献して
もらうかの視点が必要。

1

128
孫や子どもの将来のために、夢のある仕事ができる環境
を整えてほしいと思う反面、65歳を超える私でも、まだ
まだ働き手として少しは社会の役に立てると思う。

1

129
高齢者の就労についても考えてほしい。北九州市は若者
が流出し高齢者が取り残されている状況。高齢者（特に８
０歳前）の就労を進めた方がいいのではないか。

1

130
高齢者がもっと働きやすいような施設を実現してほし
い。

1

131
若者、女性の活躍推進は結構だが、高齢者の活躍にも目
を向けてほしい。

1

132
高齢化率が高い本市においては、看護、介護スタッフとし
て、外国人労働者などを積極的に受け入れるべきではな
いか。

1

133

外国人材の活躍・定着のためには、彼らの日常生活を支
援することが必要。「市民による外国人・留学生支援のホ
スト的ボランティアクラブを組織し日常的支援を提供する
ことで、さらなる活躍や定着につながる」などを追加して
はどうか。

3

基本計画　第２章２－（３）　性別に関わらないキャリア形成の支援

基本計画　第２章２－（４）　多様な人材が働くことができる環境の整備

基本計画　第２章２　稼げる「人」を育む
基本計画　第２章２－（１）　スタートアップの創出・成長

基本計画　第２章２－（２）　若者のチャレンジへの支援

基本計画第２章２－（４）のとおり、年齢に関わらず
多様な人材が働くことができる環境の整備に取り
組んでまいります。

基本計画第２章２－（４）のとおり、外国人材の活躍
や定着につながる支援に取り組んでまいります。
具体的な取組等へのご意見については、関係部局
に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせていた
だきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

134
ものづくり、技術継承者(働きたくなる人)がいる街に向
け、学生がこの街に残る具体策が必要。働きたい人(特技
等)と求人者が面談できる掲示板など。

3

135

医療の進歩により小児難病者が成人期に達している。企
業の健康経営のためにも治療と仕事ができる仕組み作り
や啓発をしてほしい。また、だれもが働けるようにとは、
具体的にはどうするのか。加えて、区役所の窓口延長日
を土曜日に変更してもらえると働きやすくなり稼げる人
への育成にもなるのではないか。

3

136
基本計画第２章２－（４）及び３－（５）について、市立大等
に専科・選科等を設置し新技術及びサイエンス領域の教
育を行うことも検討できるのではないか。

理工系教育については、基本計画第３章３－（１）に
記述しています。具体的な取組等へのご意見は関
係部局に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせ
ていただきます。

1

137

労働力不足は外国人労働者には頼らず、ロボット技術や
AIによって克服するモデル地区となってほしい。グロー
バル化では無く、市独自の魅力アップを図ることが未来
に繋がると考える。ローカライズへ向かう事が北九州市を
際立たせる唯一の政策ではないか。

グローバル化や世界的な技術革新が進む中、都市
においてもこれまで以上に世界各地の動きへの迅
速な対応や、多様な文化や価値観への理解や対応
が必要となっています。また、少子高齢化や人口減
少が進む中において、地域の担い手として、女性や
高齢者とともに、外国人材を受け入れ、こうした
方々が活躍できるような環境を整備することは重
要であると考えています。

4

138
「バックアップ首都構想」は稼げるまちの実現に向け重要
な政策と考える。

1

139
今こそこの地震の少ない、自然災害にも強い北九州市を
大いにPRして欲しい。とにかく企業誘致を。そして福北
連携をより密度の濃いものに。

1

140
基本計画第２章３－（１）にある「物流インフラ」を「陸・海・
空のネットワークの構築」とした上で、インフラの重要性を
強調する形で文章の順序を入れ替えてはどうか。

インフラの重要性は認識しており、稼げる「基盤」と
いうことで、基本計画第２章１－（１）で記述してい
ます。

1

141

未来産業として、ITやエンターテインメントなどの分野を
追加してはどうか。また、未来産業の振興が物流インフラ
の構築によって大きな支援を受けることを記述してはど
うか。

ITやエンターテインメントについては、基本計画第
２章３－（１）に記述しています。また、物流インフラ
の構築は産業全体を支えるものであることから、
基本計画第２章１－（１）に記述しています。

1

142
半導体製造工場を誘致してほしい。PSMCの誘致に失敗
したとニュースで聞いたが、今度は成功させてほしい。

基本計画第２章３－（２）のとおり、半導体などの未
来産業の集積に取り組んでまいります。

1

143 半導体業界へ、スキルを身に着けた技術者育成。
人材育成については、基本計画第２章２、第３章３
で記述しています。

1

144

成長分野への原資を稼ぐ戦略として、域外への資金流出
を抑えるため、洋上風力発電や住宅への太陽光発電など
の推進による「エネルギーの地産地消の推進」を追加して
はどうか。

再生可能エネルギー等の地元企業への提供につい
ては、基本計画第２章３―（３）に記述しています。

1

145

基本計画第２章３－（３）について、北九州市の強みを強
調するために、冒頭に「北九州は、風力発電機部品製造や
修理が出来る頑強な港湾施設と背景に高度の技術水準
を持つ企業群を抱えている。この利点を生かして、」を挿
入してはどうか。

基本計画では今後取り組むべき政策の方向性を記
述しており、それぞれの分野における北九州市の
具体的な強みについては、分野別計画等での記述
を検討してまいります。

4

基本計画　第２章３　稼げる「産業」をつくる

基本計画　第２章３―（３）　「（仮称）北九州グリーンインパクト」の推進

基本計画　第２章３―（１）　「バックアップ首都構想」の推進

基本計画第２章３－（１）のとおり、北九州市の強み
を生かし、「バックアップ首都構想」を推進してまい
ります。また、基本計画第２章１－（２）のとおり、福
岡市を含む周辺市町との連携を推進してまいりま
す。

基本計画　第２章３―（２）　成長の芽となる「未来産業」の振興

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであるため、具体的な取組等については、分野
別計画等で提示してまいります。また、ご意見につ
いては関係部局に伝え、今後の施策や事業等の参
考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

146

グリーン産業の更なる発展には、情報通信技術の活用も
重要。基本計画第２章３－（３）のについて、後段は「社会
課題に対応した新たなリサイクル事業の創出、5G・AI・
IoT技術の活用による省エネ・環境改善などの推進によ
り、グリーン産業の更なる発展を図る」としてはどうか。

デジタル技術の活用による生産性向上について
は、基本計画第２章３－（５）に趣旨に沿った記述を
しています。

1

147
グリーンインパクトで取り組む内容として、森林・林業も盛
り込んでほしい。

農林水産業については、基本計画第２章３－（５）に
記述しています。

1

148

エコタウンの資産を次世代のサーキュラー産業の創出に
向けることは、カーボンニュートラルや資源循環を実現す
るためにはとても良いこと。北九州循環経済研究会の報
告書「明日の北九州の環境産業ビジョンを描く」を土台と
して活用されることをお勧めしたい。

3

149

小倉駅、北九州空港のごみ箱を、分別(プラ、ペットボト
ル、ビンカン、紙等)のごみ箱にした方が良い。そういった
所から環境未来都市の意気込みを見せてほしい。また、
雑紙BOXの知名度向上と配布を広めてほしい。また、プ
ラスチックごみBOXも作って配布してほしい。

3

150

市民の環境意識向上にむけ、清掃員の職業プライドを高
め、 昔の「ゴミ清掃員」という意識でなく、リサイクル中心
の「資源化(リサイクル)スタッフ」くらいの名称変更、イ
メージチェンジを市が旗振り役ですることで、環境未来都
市北九州が輝いてくると思う。

3

151

プラごみ袋の中を作ってほしい。また、給食の残食を堆肥
作りなどに回すシステムを作ってほしい。急な学級閉鎖の
際、子ども食堂に回すなどして食品ロスを無くしてほし
い。燃えるゴミを削減する事で、経済効果がある事を示し
てほしい。

3

152

風力発電について、洋上となると技術的な課題・雇用・経
済ばかりではなく、露･北鮮・中と安全保障の課題からし
て丸裸の課題も考慮すべきでは。また北九州空港アクセ
ス２方向の検討と新門司開発及び空港内に内航船(ライ
ナ－)のポートも必要になるのでは。

3

153
全国の河川で堤防の決壊や越水により家屋の床上浸水
などの広範囲の水害が起きている。堤防補強の際に必要
な工材を（ポリ系、プラ系）資源ゴミで作ってはどうか。

3

154

紫川下流域で海に流れ出る「ポリ系」「プラ系」「ビニール
系」を定期的に資源ゴミとして回収。資源ゴミとして再利
用用途が望まれ、河川改修、堤防補強時に工材製造の原
料として活用が期待できる資源ゴミである。

3

155

24時間稼働可能な空港、大規模なコンテナターミナルを
有する立地を生かし、物流施設の誘致を進めるべき。補
助金制度等も拡充することで集積が図れるのではない
か。

基本計画第２章３－（４）のとおり、北九州市の充実
した物流基盤を生かした物流拠点の形成に取り組
んでまいります。具体的な取組等へのご意見につ
いては、関係局に伝え、今後の施策や事業等の参
考とさせていただきます。

1

156
ボーイング社などの飛行機会社の部品工場を誘致できな
いか。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであるため、具体的な取組等へのご意見につい
ては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等の参
考とさせていただきます。

3

基本計画　第２章３―（４）　物流拠点構想の推進

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

157
基本計画第３章３－（５）の冒頭にITやロボットの分野に
おいて市内企業に実績と強みがあることを示した方が良
い。

4

158
「成長分野」とあるが、例えば「半導体、未来自動車などの
未来成長産業」など少し具体的な分野を加筆したほうが
分かりやすい。

4

159

農業漁業は、新しい発想・新しい経営・新しい事業になる
ように取り組んでほしい。第一次産業をもっと強くしてほ
しい。事業拡大や他都市の優れたものを取り入れてほし
い。

1

160
下関市や周辺市町村を含めた、一次産業の六次産業化構
想を打ち出してはどうか。

3

161

気候変動に翻弄される昨今、新たな産業として自然変化
に左右されない食糧生産工場を稼げる柱に置いてはどう
か。北九州市が有数の食糧基地になれば自ずと人も集ま
る。

3

162

イベントで活用する小物製品や市庁舎等における備品へ
の地元産材を使った「ＫＩＴＡＱ ＷＯＯＤ」製品の活用を通
じて、目に見える形での情報発信をお願いしたい。また、
担い手対策、生産基盤整備の促進、生産能力の向上、木
材出荷奨励金の交付、生産意欲の拡大など、北九州市産
木材の生産活動への支援をお願いしたい。

3

163

北九州市ではすでに取り組まれているが、住宅・建築物の
高断熱・高気密化による省エネの推進を「稼げるまちの実
現」に、健康寿命延伸への寄与も期待される「北九州市健
康省エネ住宅の普及」を「安らぐまちの実現」に追加して
はどうか。

3

164
若松ひびき、小倉南区母原界隈の開発。科学、水耕、温室
による大農産物工場設置、産原料による養魚用、家畜用
飼料生産。

3

165

介護職員の初任者研修や実務者研修をオンラインで行っ
てるが、遠い他県の方が多い。理由として他県の講習会
に比べて費用が安いことなどが考えられる。こうしたオン
ライン講習を北九州へ人材を集める方法としても活用で
きるのではないか。

3

166

人と人がもっと繋がり、組織と組織が会話をして、実行可
能なコラボレーションがたくさんできれば新たなビジネ
ス、事業が生まれてくるのではないか。人と人がつながり
力を発揮するならそれを仕組み化すれば良い。

3

167

規制と緩和のバランスも含めた市政改革を行なわなけれ
ば今以上に国民の負担は増えるばかり。特に令和４年4
月1日からの労働規制は、新たなビジョンを実現させるた
めには足かせになると思う。副業を認めるなど当初の趣
旨を履き違えているような話もあるが、目標設定には特
に留意いただきたい。

3

168
環黄海や日韓海峡圏における自治体間交流の実績を踏
まえ、「国際技術協力を通じて」を「国際技術協力やアジア
諸都市との政策交流を通じて」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、基本計画第２章３－（６）に記述を
追加します。

2

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画第２章３－（５）のとおり、農林水産業にお
ける取組を進めてまいります。具体的な取組等へ
のご意見については、関係部局に伝え、今後の施
策や事業等の参考とさせていただきます。

基本計画　第２章３―（５）　生産性向上・高付加価値の推進

各分野における北九州市の具体的な強みや取組に
ついては、分野別計画等での記述を検討してまい
ります。

基本計画　第２章３―（６）アジアの社会課題解決への貢献と国際ビジネスの推進

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

169

アジア地域への技術移転が「稼げる」産業づくりにつなが
る道筋が不透明。タイトルを「アジアとの連携を通じた社
会課題解決への貢献と国際ビジネスの推進」とし、「また、
先進的な介護システム～」の部分を「医療・介護、交通、教
育、DX、GX、防災・治安等の諸分野で、地元・国内および
アジアの企業やスタートアップとの連携による社会課題
解決策の実証と実用化を支援します。」としてはどうか。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであるため、具体的な取組等については、分野
別計画等で提示してまいります。ご意見について
は、関係部局に伝え、今後の参考とさせていただ
きます。

3

170

福岡市のようなまちを目指すと、現在の市民性に合わな
くなるが、北九州市に寄りすぎると市外の人が魅力を感
じにくくなる。北九州ならではの独自性も大切だが、彩り
あるまちについて、もっとわかりやすく明確なビジョンを
聞きたい。

具体的な取組等については、分野別計画や毎年度
の予算等で提示してまいりますが、北九州市の個
性、強みを生かした取組を進めてまいります。

3

171

以前は北九州の各地に賑わいがあったが今は一部だけ。
また一部だけがより住みやすい環境、まちになり、同じ税
金を払っているのになと思う。北九州全体、それぞれが魅
力的な場所にならないとますます人口流出に繋がると思
う。

基本計画第３章のとおり、多様なライフスタイルへ
のニーズ等に応えるまちを目指し、地域の特色を
生かした魅力あるまちづくりを市全体で進めてま
いります。

1

172
「多様で質の高い教育環境の充実…」の前に、「すべての
子どもたちが基礎学力を十分に身に着けることを保障す
る」「学級規模の改善」などの文言を入れること。

ご意見の「すべての子どもたちが～」については、
基本計画第３章３－（３）に趣旨に沿った記述をし
ています。また、具体的な取組等へのご意見は関
係部局へ伝え、今後の施策や事業等の参考とさせ
ていただきます。

1

173

中心市街地整備についての項目を追加してはどうか。
「（４）魅力ある都心市街地整備」として、「陸・海・空のネッ
トワークの構築は、通信、メディア、金融、デザイン、商業、
宿泊などのサービス産業を北九州市に引きつけます。こ
れらの産業が、十分な機能を発揮出来るように都心市街
地を整備し、そのために必要な区画整理や規制改革を行
います。」としてはどうか。

基本計画第３章１の対象には中心市街地が含まれ
ており、土地利用規制の見直し等についても記述
しています。

1

174

若い女性が働こうという魅力ある都市に北九州市がなっ
ていないことが一番問題。都心に目立った商業施設がな
い。雑貨、ファッション、飲食等、働ける場所、選択肢がな
い。本市の街は灰色のイメージ。せめて歩道などは、レン
ガ色やオレンジ色にして、インスタ映えするような街に
なってもらいたい。

基本計画第３章１―（１）のとおり、商業の振興や歩
きたくなる「ウォーカブル」なまちづくりを推進して
まいります。具体的な取組等へのご意見は関係部
局に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせてい
ただきます。

1

175

都市の魅力を高める「まちなみ」づくりは、若者に向けて
いると受け取れる。シニア世代も大事にしていただき、こ
の街で楽しみながら豊かな時間を過ごせるようなことも
入れてほしい。

2

176

北九州市にいろんな魅力のあるお店や観光できる場所が
できるのであれば、高齢者もそこで楽しみながら消費者
として地域の経済にも貢献したい。高齢化が進んでいる
北九州市だからこそ、元気な高齢者は多いと思う。

2

177

若者が魅力を感じるまちづくりも大切だが、政令市一高
齢化率が高い北九州市こそ、元気な高齢者が働き、年金
と仕事の収入で、趣味や買い物などを楽しめる、落ち着
いた雰囲気のまちづくりも進めてもらいたい。

2

178
小倉駅をウォーカブルにして、活気あるまちにしてほし
い。

基本計画第３章１－（１）のとおり、小倉地区などで
ウォーカブルなまちづくりに取り組んでまいりま
す。

1

基本計画　第３章１　彩りある「空間」をつくる

ご意見を踏まえ、基本計画第３章１―（１）にシニア
世代に関する記述を追加します。

基本計画　第３章　「彩りあるまち」の実現

基本計画　第３章１―（１）　都市の魅力を高める「まちなみ」づくり

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

179

ウォーカブルなまちづくりについて、小倉地区だけにとど
まらず、他の地区にも広げてほしい。特に八幡東区は水
辺がほぼない。水辺は安らぎを与えてくれる。東田や八
幡駅前など、他の地域にも広げてほしい。

ウォーカブルなまちづくりについては、小倉地区を
はじめとして順次取り組んでまいります。具体的な
取組等へのご意見は関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

3

180

ウォーカブル・シティを目指すことは素晴らしいと思う
が、「Walkable」の本来の意味が十分理解されにくいお
それもあると感じる。 基本計画に詳しく書くことは難し
いだろうが「ウォーカブル・シティ」の考え方や具体的に市
民にできることなどについて説明の機会があるとよいと
思う。

ご意見については、関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

3

181
大学連携組織を立ち上げ、市内大学生を対象に季節ごと
に出会い・交流の場となるイベント開催。行政、企業が支
援。

3

182
戸畑区の天神商店街を活気ある商店街にして欲しい。若
い出店希望者を募り、商売のチャンスを提供するなどし
て、若者が集まる商店街づくりなどが出来るとよい。

3

183

小倉で映画上映と合わせた昭和な街並のウォーキングツ
アーなどあったら面白そう。今ある風景や古い街並みが
素晴らしいので、新しいビルで景観が損なわれないよう
に古いものを生かしたまちづくりを希望する。

3

184
旦過市場とその周辺の昭和の街並みは唯一無二の存在。
PRが不足している。この街並みは10代20代にも新鮮に
映るはず。

3

185
道路の除草は常にやっていかないと「彩りあるまち」には
絶対にならない。

3

186
なぜ電線の地中化を進めないのか。高見地区から中央町
付近までの地中化は実現したが、そこから先が進まない。
せめて3号線は地中化していくべき。

3

187
もっと町中各所に駐輪場を設置して欲しい。旦過通りな
どにしかない。駅は何分止めても150円、そして2時間迄
は無料にしてほしい。

3

188

高齢化等で公園愛護会の解散が進むなか約1,700個所
の公園をどうするのか。すべての公園で、幼児から高齢
者まで、いつでも遊び、語らい、くつげる公園づくりを提
案したい。

3

189
小倉駅前(祇園太鼓付近)でのペット等の販売は不潔に感
じる。他の場所に移動させられないか。小倉駅前のイメー
ジダウンになる。

3

190

小さな森の空間をウォーカブルのコ－ス上に点在させ
る。黒崎や小倉等の再開発予定地には可能な限り木造高
層建築1～2棟建て、その敷地内にも小さな森の空間を。
可能な限り歩道の幅員を広くとり街路樹も常緑樹で。

3

191
紫川で水泳を楽しむこと。時には競技大会を。常時カ
ヌー、ボートが漕げるように。河川敷を散策のプロムナー
ドに。（一部に常夜灯など。）

3

192
未利用木材を使用した木製ベンチによるまち中ベンチプ
ロジェクトを黒崎商店街で実施してはどうか。

3

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

193

今後のまちづくりには「際」と「再生」という視点が必要。
特にまち際の山際や水際には、災害のリスクや空き家・耕
作放棄地・低未利用地等の課題を抱えている場所が多い
ため、自然再生とまちなか再生をリンクさせる税制優遇
を取り入れ、これらのリスクや課題解決を図りながら。安
全で彩りあるまちづくりに取り組んで欲しい。

3

194 市庁舎、議会棟の移転と、跡地の公園化。 3

195
AIM全館を一体化して、老若男女が集う施設の統合化、
幼稚園、おもちゃの病院、語らい・出会いの場所とする。

3

196

北九州市にある鉄道各社が連携、統合することでもっと
利用しやすくできる。具体案として年間サブスク会員制度
の導入を提案する。環境都市として、継続可能な公共交
通体系を創るモデルとなるよう、自動車利用から鉄道、駅
を中心としたまちづくりを行ってもらいたい。

3

197

「あらゆる世代が気軽に移動できる街」を目指して、折尾
駅からグリーンパークまでのLRTや洞海湾横断鉄道 、自
動運転機能を搭載したEVバスの導入などを検討してほ
しい。

3

198

福岡市のベットタウンとして、市内どこからでも1時間以
内で福岡市まで行けるよう、アクセスの向上を図る。（新
快速の新設 、パークアンドライド、バスアンドライドの促
進。）

3

199
企救半島１周モノレール設置考想（構想）。住宅地開発で
人口増加。風光明媚な宅地開発で魅力都市へ。産業人材
定住地人材供給都市づくりへ。

3

200
福岡市のベッドタウンとして、生き残りをかける道を探る
べき。そのために新幹線の木屋瀬駅設置を再度考えてよ
いのではないか。

3

201
新幹線と筑豊本線軌道が交わる場所界隈に新駅を設け
る。

3

202
日田彦山線（市内駅）駅前の開発。市内駅の増設（人口増
加化、若い世代定住化）。駅界隈の住宅高層化（マンショ
ン）（空地の公園化）。

3

203
北九州空港と小倉駅、門司駅、門司港、下関を結ぶサーク
ルレーンモノレールの建設。

3

204

3次元レーザースキャナーを使用した点群データとGISを
組み合わせて、例えば、交通フローの分析や効率的な駐
車場配置により、交通渋滞の緩和や公共交通機関の利便
性向上が期待できる。

3

205
今ある場所や建物などを再利用して欲しい。例えば、空き
家や商店街の空きテナントなど身近な所から活気が戻る
なら新しい事をしてくれている実感も湧きやすい。

3

206
デジタルによる「快適・便利・迅速な環境」について、産学
官で連携して進めることが出来ればよりよいと感じた。

産学官の連携に加え、市民の皆様のご理解とご協
力をいただきながら、取組を進めてまいります。

1

207
高齢化する地域住民のために、区役所に行かずとも市民
センタ－で、簡易な公的証書（住民票等）について申請及
び交付できるようにする。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

3

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第３章１―（２）　選ばれる「住まい環境」づくり

基本計画　第３章１―（３）　デジタルによる「快適・便利・迅速な環境」づくり

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

208

市の多彩な魅力・強みを戦略的に発信して都市イメージ
の向上を図り、シビックプライドの醸成と人や企業を呼び
込むというのは、まさに北九州市が注力すべき所だと思
う。 なかでも「企業を呼び込む」とあるので例えば企業が
北九州市に来たくなるような、行政側に求めている支援
体制なども把握したうえで、市のポテンシャルと効果的に
組み合わせて発信するようなことができればよい。

ご意見を参考に、基本計画第３章１－（４）のとお
り、北九州市の魅力発信に取り組んでまいります。

1

209
市の知名度を上げるため、北九州皿倉山、北九州高塔山
などのように、どんなことにも「北九州」という冠を付け
て欲しい。

長年親しんでいる名前に愛着を持つ方も多いこと
から、すべてに「北九州」という冠を付けるのでは
なく、市が持つ様々な魅力を戦略的に発信してい
くことで、国内外から企業や人を呼び込んでまいり
ます。

4

210
本市の魅力を発信するために、民間放送局の支店等を誘
致すべきではないかと思う。

3

211
民放テレビ局を誘致してほしい。北九州市の情報があま
り発信されていないように思う。

3

212
新幹線駅名のみでよいので新北九州駅にしてはどうか。
全国に「北九州」名が広がる。

3

213
スポーツだけでなく、文化芸術についても「誰もが気軽に
親しみ楽しめる環境づくり」は重要不可欠なので、追記し
てほしい。

2

214

基本計画第４章２－（１）について、「文化芸術が身近なま
ち」「子ども、障害者、高齢者、外国人、経済的弱者など関
係なく、市民ひとりひとりが優れた文化芸術に触れること
ができるまち」というような内容を最初に明記していた
だきたい。

2

215

指導者不足問題、公園でのボール使用禁止を踏まえ、料
金体系を整備した上で、どんなスポーツ団体でも小学校
のグラウンドや体育館が利用できるようにして、子ども達
のスポーツの場を確保して頂きたい。

3

216
北九州市民球場にトラックマン、アイピッチ、ラプソードを
設置し、利用者に喜んでもらい、スポーツで稼いではどう
か。

3

217
北九州市長杯や北九州ベースボールフェスタ、野球競技
大会を開催し、北九州市の野球レベルの向上とスポーツ
で稼いでは。

3

218
市の歴史や史跡を示す看板があれば古屋が文化遺産に
なり、地元の誇りを育ててくれる。郷土史会の協力を得
て、看板を設置してはどうか。

3

219
北九州市は能楽堂がない。北九州市の一つのシンボル、
ステータスとして北九州市の規模にあった能楽堂が欲し
い。

3

220
映画、東京ガールズコレクションはとてもうまくいってる
と思う。駅裏に自由に音楽演奏できる公園をつくっては
どうか。

3

221

市内には若者や海外の人が行きたいと思える観光があま
りない。アニメやゲームの聖地、世界的なｅスポーツの祭
典の定期開催、映画ロケ地のパッケージ化など、新しい観
光資源の創出が必要。

3

基本計画　第３章２―（１）　文化芸術やスポーツの振興

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

ご意見を踏まえ、基本計画第３章２－（１）に記述を
追加します。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第３章２―（２）　エンターテインメントによる賑わいづくり

基本計画　第３章１―（４）　人や企業を呼び込む「都市の魅力」の発信

基本計画　第３章２　彩りある「時」をつくる

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

222
休止中の小倉高炉に魅力的な「テーマパーク・遊園地」を
スピード感を持ってつくること。

3

223
小倉駅地区に大規模な「テーマパーク」が必要。小倉高炉
または小倉駅近くに埋立地をつくって遊園地を建設。５
年以内に。

3

224

コートヤード・バイ・マリオットのような大型のホテルを誘
致してほしい。 将来、リーガロイヤルホテル小倉の代わり
となるものがいい。 仮に医療センターが移転すれば、そ
の跡地が使えるのではないか。

3

225
小倉の観光・宿泊客の増加に向け、本場の韓国のお店や
若者が泊まりたくなる写真映えする安価なビジネスホテ
ルをつくってはどうか。

3

226
デジタル技術を活用したバーチャル観光による情報発信
や、旅行ブイロガーの育成の取組を追加してはどうか。

3

227

北九州市ならではの「食文化」の重要性を強調するため
内容を具体に示した方が良い。特に「角打ち」を継承する
施策の必要性。観光資源として食文化を捉えるならば、そ
れを継承するための施策が必要。具体には事業承継の制
度やリノベーションの技術の活用や、市内の食文化に携わ
る団体等による魅力発信を下支えすることなどが考えら
れる。

3

228 皿倉山と小文字山にロープウェイ新設・延長。 3

229

特定の魅力に重点化した観光拠点の整備や企業誘致、イ
ンフラの改修により魅力が研ぎ澄まされ、他の観光地に
負けない魅力にまで昇華させられるのではないか。例え
ば、自然を軸にしたコト消費として、河内貯水池でのジッ
プラインやあじさいの湯の活用など。

3

230

神嶽川河口に飾りを施した高欄など、カメラ映りが良い
太鼓橋を架け、観光地化する。太鼓橋界隈には記念品、お
土産物、飲食、休憩所などの店舗を設ける。太鼓橋から船
で菅原神社参り。

3

231
夜景が世界一美しいまちに向け、北緯基準(１００ｍ単位)
で高層ビルの高さを決める。例えば皿倉山・小文字山か
らみて１００ｍごと。

3

232
現在稼働している施設等（皿倉山、グリーンパーク、ギラ
ヴァンツ）に資金投入し、充実、活性化させること。

3

233
周遊回遊の核となり既存施設との共存共栄の拠点となる
「道の駅かんもん（仮称）」実行プロジェクトを記載してほ
しい。

3

234
昼夜の工場群、商店住宅街など、最高の眺望をもつ八幡西
区の河頭山公園付近に都市高速道路のサービスエリアを設
置し、周辺の史跡など巡る拠点としてほしい。

3

235 平尾台はアクセスが悪いので利用しづらい。 3

236

教育機関の誘致に加え、市内の子どもたち全員が、質の
高い教育を受けるチャンスがある、希望のあふれる街で
あってほしい。 箱(学校)だけでなく、人(教育不足)の問
題と感じるので、ワークライフバランスがしっかりした教
育現場と目玉授業(講師の招聘、北九州市に転入してで
も子どもに受けさせたいと思うコンテンツなど)があると
良い。

2

237
特色ある学校の創造に取り組んでほしい。算数や国語教
育に力を入れる学校など。教育をもっともっと大事にし
て頂きたい。

1

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第３章３　彩りある「人」を育む

基本計画　第３章２―（３）　観光資源の磨き上げや発信の推進

基本計画第３章３のとおり、多様で質の高い教育を
受けられる環境づくりに取り組んでまいります。ま
た、ご意見を踏まえ、基本計画第３章３－（３）に教
師のウェルビーイング向上についての記述を追加
します。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

238

「彩りある人」がどういうことを言っているのかわからな
い。「人を育む」の箇所をみてみると、「ウェルビーイング
の実現に向け」となっており、将来の可能性というより福
祉的な方向のように見える。また、「質の高い教育」とい
いながら、「誰一人取り残さない学び」というのも、質でい
えばどちらかと言えば高くないように感じる。進む方向
がよくわからない。もう少しわかりやすく、丁寧な説明が
あった方がよいのでは。

基本計画第３章３の「彩りある「人」を育む」では、こ
れからの時代に対応できる多様な人材を育てる教
育環境づくりについて記述をしています。質の高
い教育の実現に向けては、その土台としてまずは
安心して学べることが重要であることから、「子ど
ものウェルビーイング」や「誰一人と取り残さない
学び」という記述をしています。

4

239

選ばれる街になるためには、北九州市の教育レベルの底
上げが必要。 ますます国際化が進むので、せめて、さい
たま市の英語教育「グローバルスタディ」のようなものを
取り入れるべきではないか。

基本計画第３章３－（１）のとおり、グローバル人材
等の育成に向けた教育を推進してまいります。具
体的な取組等へのご意見については、関係部局に
伝え、今後の施策や事業等の参考とさせていただ
きます。

1

240 国際大学の拡充・新設。 1

241
若者に北九州市に来てもらうには大学が一番よい。黒崎
駅横の井筒屋があったビルに大学の学部を誘致してはど
うか。

1

242

特別支援学級の児童は何よりも変化を嫌う。しかし現状
は毎年担任や学習支援員が変わり、児童や生徒と保護者
との信頼関係のリセットが繰り返されている。また、通常
級でも配慮の必要なお子さん方がいて、担任が一人で学
習の指導まですることは至難の業である。そこで、学習支
援員を複数年務めた人の中から、介護福祉士のような福
祉系の資格を持つ人材を確保し、ある程度の権限を持た
せ、児童・生徒のケアができる体制などを提案する。教員
の負担軽減にもつながる。また、学習支援員として子供を
養って生きていけるだけの収入を得られる新たな雇用方
法を検討してほしい。

3

243

ビジョントレーニング、発達支援コーチ、ブレインジム、Ｍ
ＢＬなど、発達に関わる勉強をし、保育や授業でとりいれ
れば、大人も子供達も変わることができる。受講料の援
助や研修の支援など、保育士、教職員が苦労することなく
子供達と関わり、保育や授業が進められるよう支援をし
てほしい。

3

244

教育および学校改革として、教師の残業等の手当・代休
の付与、教師の負担分散などの労働環境改善、保険・投
資・詐欺・犯罪・健康等の「生活」にまつわる授業の実施、
給食の完食指導の禁止・牛乳とお茶の選択制、食育・栄養
指導の家庭実施、学校卒業後の市内居住者への奨学金返
還支援制度などを提案する。

3

245

学校問題として、イジメ、非行、貧困格差、性問題、発達系
の障がい、モンスターペアレントの対応等があり、今こそ
勉強以外の社会性を育てる役目を担う教師が必要。そこ
で、保育士や介護·社会福祉士、認定心理士、看護師、介
護職員初任者研修者等の専門的な知識で対応出来る福
祉の資格を持つ教員を学校現場に配属してほしい。

3

246
小中一貫校を実現してほしい。まず、敷地が一体化してい
る八幡小学校と中央中学校で実現してほしい。

3

247
学校の部活動について、様々なスポーツを体験し、能力と
可能性を見極める機会を与える視点からマルチスポーツ
部を設置すること。

3

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第３章３－（２）　魅力ある新時代の教育機関の誘致

基本計画　第３章３－（１）　グローバル人材や理工系人材の育成に向けた教育の推進

基本計画第３章３－（２）のとおり、魅力ある教育機
関の誘致に取り組んでまいります。具体的な取組
等へのご意見については、関係部局に伝え、今後
の施策や事業等の参考とさせていただきます。

基本計画　第３章３－（３）　将来の可能性を開く教育環境の充実

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

248

幼稚園と保育園が「幼保一元化」というシステムを設け、
新しい形で未来へ動き出している。小中学校も福祉と連
携し、未来へと続く学校教育を作り上げて行くべき。学校
現場では人手が不足している。「ほっと子育てふれあいセ
ンター」のように、市や国が民間と連携し、新たな部署と
して「(仮)福祉学校教育センター」を設立し、適材適所な
人員配置を行ってはどうか。

3

249

北九州市の自然などを活かした水中ロボットコンテストや
プログラミングコンテストの開催を希望する。ロボット都
市北九州のPRをはじめ、学生達の技術目標や就職先の
開拓、大学間の技術交流、MICEの誘致につながると考
える。

3

250
「安らぐまち」の３つの主要政策すべてに「安心」が使われ
ている。「安らぐまち」という重点戦略が「安心」という単
語で包括されていることに大きな違和感がある。

主要政策の推進により、「安らぐまち」が実現する
という戦略であり、「安らぐまち」の実現に向けて
は、市民の「安心」が基本になるものと考えていま
す。

4

251

文化芸術により、こころとからだをやすらげるまちづくり
に努めることを基本計画第４章冒頭に追加してほしい。ま
た、基本構想第２章２－（３）にも「文化芸術」を追加してほ
しい。基本計画第３章２ー(1)にもあるが、「彩り」とは趣
旨、性格を大きく異にするので、第４章にも、「再掲」でも
必須だと考える。

基本計画で提示した政策においては、「稼ぐ」「彩
り」「安らぐ」のいずれの戦略にも当てはまるもの
があります。新たなビジョンでは、こうした政策を
すべての戦略に記述し、総花的な計画とするので
はなく、より方向性を明確にすることとしており、
文化芸術については、基本計画第３章２－（１）で記
述しています。

4

252
第４章全体に、少子高齢化、雇用、税収など、現在北九州
市が抱えている市民生活に大きく影響する課題解決への
意気込みがあれば、より安心感が持てるのではないか。

ご意見にある北九州市を取り巻く課題の解決への
思いについては、基本構想に記述しています。

1

253

北九州市は細部まで道路や上水道を整備している。今
後、老朽化により膨大なインフラの補修が必要となる。本
当の意味でのコンパクトなまちづくりをどう進めるのか
が課題。

1

254
つくった物には最後まで責任を持つこと。道路で計画通
りの量の車が通行しているか。施設を計画通りの人が利
用しているか。必要性。

1

255

基本計画第４章１について、地球温暖化防止のため、北九
州市のこれまでの温室効果ガス削減、再生可能エネル
ギーの普及促進の取り組みをいっそう加速させるという
観点が必要であり、文言を入れるべき。

基本構想に記述しているとおり、気候変動問題に
ついては、北九州市を取り巻く大きな社会課題の
一つと捉えています。また、再生可能エネルギーの
普及促進については、基本計画第２章３－（３）に趣
旨に沿った記述をしていますが、ご意見を踏まえ、
北九州市が目指すゼロカーボンシティに関する記
述を基本計画第３章に追加します。

2

256

災害の頻発化・激甚化や広域化等を考慮すると、都市機
能の強靭性は重要。「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実
現や最も根源的な市民の安全・安心の確保の観点からも
「災害などに強いまちづくりの推進」については、積極的
かつ継続的に推進いただきたい。

1

257
治安はもちろんだが、防災面が年々おびやかされてい
る。気象に目を向けてほしい。

1

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第４章　「安らぐまち」の実現

基本計画　第４章１　生活基盤の「安心」を支える

基本計画　第４章１－（１）　災害などに強いまちづくりの推進

基本計画第４章１－（１）、（３）のとおり、災害に強い
コンパクトシティの形成や公共施設の集約再配置
及び適正な維持管理に取り組んでまいります。

基本計画第４章１－（１）のとおり、災害などに強い
まちづくりを推進してまいります。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

258
氾濫しそうな河川の水をポンプでダム等に転送し、その
ダムがオーバーフローしそうなら、他のダムや田等に送水
するなど、大雨前に事前の対策ができないか。

3

259

地域に合った避難所開設判断基準が必要。利用者が少な
いからと10分で避難できる中学校体育館から、40分か
かる市民センターに避難所が変更になった。理解できな
い。門扉や施設施錠の開閉を地域責任者も可能に出来な
いだろうか。

3

260
台湾海峡・尖閣諸島・ロケットミサイル問題を日頃から自
覚させ、危機感をもった市民にするための広報活動を。

3

261

公共施設や公務についても、人口減少に伴い適正化すれ
ば、労力、資金にも余力が生まれてくると思うので、状況
に応じ、集約・適正化を行ないながら、北九州市基本計画
の実現を願う。

1

262

旧態前の考えによる公共施設の集約配置の考え。財政難
といいながら、集約を口実に既存施設の改修との比較検
討もなくスクラップ＆ビルドをくり返しているのではない
か。

4

263
市内の上下水道のインフラは大丈夫なのか、老朽化がす
すんでいるのでは。

基本計画第４章１－（３）のとおり、都市基盤・施設
の維持に取り組み、持続可能で安全・安心なまちづ
くりを進めてまいります。

1

264
空き家を更地にすると税金が高くなるため、古い建物も
維持しようとなる。これを変えるよう市長から国に是非訴
えていただきたい。

3

265
国道３２２号の小倉北区香春口の歩道橋の塗装が剥がれ
ているので、早急に補修を。

3

266

公共施設や橋梁、道路などの点検や保守点検を効率的か
つ高精度に行うために、3次元レーザースキャナーを使用
した点群データの取得により、施設の状態把握や効果的
なメンテナンス計画の策定が可能。

3

267

北九州市はジェンダー平等に関する意識が低い。学校教
育はもちろん、社会人へのリカレント教育や啓発事業を通
し、年齢や国籍を問わず、誰もが平和・人権教育にアクセ
スできるよう機会及び予算の拡充を求める。

2

268
「平和の大切さを認識～」とあるが、「認識」だけでなく積
極的な取り組みを行うことを明記すべき。また、ジェン
ダー平等の観点を明記すべきではないか。

2

269
多様な視点を確保するため、北九州市議会をはじめとす
る意思決定におけるクオータ制の導入を求める。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

3

270
「誰もが」の視点に、外国人も含めていただきたい。具体
的には、文中の「誰もが」の後に「国籍や」の追加をお願い
したい。

2

271

「国籍」の記述を加え、多文化共生の観点を取り入れては
どうか。また、安心して暮らせるには居住環境が最も重要
なので、「保健・医療・介護・福祉・居住支援サービスを維
持・充実する」としてはどうか。外国人向けの支援（特に居
住）も強化することによって、外国人にとっても暮らしや
すい、住み続けたい街になる。

2

ご意見を踏まえ、基本計画第４章２－（２）に国籍に
ついての記述を追加します。具体的な取組等への
ご意見については、関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

基本計画　第４章１－（３）　社会環境やニーズに即した都市基盤・施設の維持

基本計画　第４章２　暮らしの「安心」を支える
基本計画　第４章２－（１）　多様性を認め合う文化のまちづくり

北九州市では、今後、多くの公共施設が一斉に更
新の時期を迎えることから、施設保有量の縮減や
長寿命化、ほかの用途への有効活用などにより、
将来の財政負担を軽減し、真に必要な公共施設を
安全に保有し続けることができる運営体制の確立
が必要です。こうした公共施設マネジメントの考え
に基づき、公共施設の集約等に取り組んでまいり
ます。

ご意見を踏まえ、基本計画第４章２－（１）にジェン
ダー平等社会の構築についての記述を追加しま
す。また、基本計画第４章２－（１）のとおり、平和・
人権に関する教育や啓発に取り組んでまいりま
す。具体的な取組等へのご意見については、関係
部局に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせて
いただきます。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第４章２－（２）　誰もが安心して暮らせる環境づくり

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

272
高齢者が、介護におけるITの活用を含めた先端的DXの
活用により、より幸せに暮らしていける都市づくりの観点
があれば、より安心感が持てるのではないか。

介護分野へのデジタル技術の活用については、基
本計画第４章２－（２）に記述しています。

1

273
障がいをもつ人が安心して暮らせるよう取組を強化して
ほしい。差別がなくなり、健常者が理解し、共に助け合っ
て、お互いより良い暮らしができるようになってほしい。

1

274

北九州市は「障害者にやさしい街」だと思ってたが、自分
がその立場になってそうでないことがわかった。とても悲
しい。障害者も含め、みんなが優しく笑顔になれる街で
あってほしいと望む。市長には期待している。「障害者手
帳を持たない障害者」にも安心で優しい街にしてほしい。

1

275 障害福祉を充実発展してほしい。 1

276

「～保健・医療・介護・福祉サービスを維持・充実するとと
もに、～」とあるが、現状維持では十分ではない。ユース
クリニックの設置や手話通訳の無償提供など、様々な
ニーズを持つ人たちが安心して生活していけるようきめ
細かな社会保障の提供には「サービスの充実」が必須で
あり、「維持」の文言の削除を求める。

少子高齢化、人口減少が進む状況においても、保
健・医療・介護・福祉については、現在のサービス水
準を維持するとともに、必要な拡充についても
図っていくという趣旨で記述しています。

4

277
「保健・医療・介護・福祉サービスを維持・充実」とあるが、
これらは「社会保障制度」であり、「行政の責任」というこ
とを明確にすべき。

それぞれの政策における具体的な役割分担につい
ては、分野別計画等で提示してまいります。その中
で、社会保障制度の維持・充実など、行政として取
り組むべき政策については引き続き取り組んでま
いります。

4

278

介護・福祉施設について、利用している人が「安らぐまち」
で生活が継続できるよう、継続的な運営費補助金の増
額、介護・福祉・保育の従事者の賃金アップ（市独自で）、
経年劣化している施設への修繕補助金の交付を願いた
い。

3

279
福祉系大、高校界隈に在る介護施設に臨時的に入り、施
設の指導のもと、介護施設従事者として貢献出来た場
合、従事学生に対して修学単位付与。

3

280
若松の岩屋は運転出来ない高齢者は通院や買い物でと
ても不便。コミニティバスを要望したが難しいとのこと
だった。

3

281
相乗り可能なライドシェアがあれば高齢の方も気楽に移
動でき、買い物や遊びに出やすい。

3

282
土日祝日はバスを運行してほしい。西鉄バスへの依存で
はなく市営バスを活用すべき。

3

283

北九州市立医療センターについて、建替え前提の議論を
始めてほしい。場所は現在地あるいは勝山公園など、小
倉北区の便利な所とし、絶対に郊外に移転しないように
してほしい。

3

284
北九州市のインフルエンザ費用が高すぎるので、他の市
と同レベルの金額にならないか。なぜ金額がちがうのか。

3

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画第４章２－（１）、（２）のとおり、障害を持つ
人も安心して暮らせる環境づくりに取り組んでま
いります。

基本計画　第４章２－（３）　地域医療提供体制や保健衛生管理体制の充実

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

285
北九州市民は町内会加入を必須とするよう行政の指導を
お願いしたい。市職員や0Bの方々の率先参加・指導など
もお願いしたい。

1

286

私の住む街では自治会や町内会から脱退する方が後を
絶えない。加入を促すべき市職員でも加入していない方
もいる。皆が安らいで暮らせるまちにするために良い知
恵を市でも検討していただきたい。

1

287

町内会の役割を行政がすべて担う考えはないのか。市政
だよりも市民全員に配布。町内会は5人組制度と似てい
る。地域で互いを監視させて行政に刃向かわないように
している。新しい発想で町作りに臨むなら新しい組織を
検討しなければ永久に未来は来ない。

4

288

広範に「公助」が難しくなる中、「共助」をいかに市政にお
いて具体的にデザインするかが重要。「地域におけるコ
ミュニティー活動などの活発化」だけでは、一部分しか担
えないのではないか。「多機能小規模自治」の理念のよう
に「地域でできることは地域で」やってもらう「だれも取り
残さない」ような仕組みが必要。これを実現化するために
「ただ働き」でなく、デジタル地域通貨を活用するなど誰
もが取り組みやすい仕掛けを組み込むことが重要。

1

289

地域の巨大なネットワークが知らず知らずのうちにその
地域の堅牢さにつながっていくのではないだろうか。他
の地域の人がそのネットワークを知れば、羨ましくもな
り、その一端に加わりたいと思い、その地域に人が集まっ
てくるのではないだろうか。

1

290
社会人(というより、シニア層)だけの内容になっていて、
若い世代が抜け落ちている。

基本計画第４章２－（５）において、「生涯を通じて」
としており、若い世代の方々も含む趣旨で記述し
ています。

1

291

北九州市の図書館来館者数は、令和4年度実績で延べ
300万人弱。生涯学習の拠点であり、数百人のボラン
ティアがいて、多くの市民の社会参加の場所となってい
るにも関わらず、図書館の利用について、全く触れてない
ことはとても残念である。

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであるため、具体的な施設などは記述し
ていませんが、ご意見のとおり、図書館は生涯学
習・社会教育の場として重要な役割を果たしてお
り、今後も、ボランティアの皆様のご協力をいただ
きながら、利用促進を図ってまいります。

3

292
年配者向けの鉄棒や健康向上に繋がるような設備を公園
に設けて欲しい。

3

293
老人会(シニアサークル)撤廃による抜本的改革(イノベー
ション)構築。

3

294 老朽化した「年長者いこいの家」の再建。 3

295

保育所問題に関して、「入りたいタイミングで望む保育所
に入れる北九州」を目指してほしい。働き続けながら2人
目以降は高い壁。女性が安心して子育てとキャリアを両
立していけるような環境を目指して欲しい。また、保育士
確保のため、早急に対策を講じていただきたい。

1

296
若者が定住するには、もっと市を挙げて婚活を強くプロ
デュースしたり、子どもを育てやすくする政策に財源を
使ってほしい。

1

基本計画第２章２－（３）、基本計画第４章３－（１）
のとおり、性別に関わらないキャリア形成や希望す
る方が安心して生み育てることのできる環境の整
備に取り組んでまいります。具体的な取組等への
ご意見については、関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

基本計画　第４章３－（１）　安心して生み育てることのできる環境の整備

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画第４章２－（４）のとおり、様々な方々が地
域活動に参加しやすい仕組みづくりを強化してま
いります。具体的な取組へのご意見については、関
係部局に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせ
ていただきます。

基本計画　第４章２－（４）　地域におけるコミュニティ活動などの活性化

安らぐまちの実現においては、自治会や町内会を
はじめとする地域コミュニティの活性化が重要で
あると考えており、基本計画第４章２－（４）に記述
しています。市職員の自治会への加入促進につい
ても、引き続き取り組んで参ります。

基本計画　第４章２－（５）　生涯現役に向けた活動などの活性化

基本計画　第４章３　子ども・子育ての「安心」を支える

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

297

「安心して生み育てる」を「安心して子育てできる」と表現
を変えてはどうか。生むことができない人もいるなか、
「生み」という表現が気になる。また、官民共に産休育休
や子育て支援休などを取りやすくし、子育てへの理解を
深め、子育てできる環境をつくる取り組みを強化してほ
しい。

希望する方が安心して出産できる環境づくりも重
要であると考え、「安心して生み育てる」という表
現にしています。また、基本計画第２章２－（３）、基
本計画第４章３－（１）のとおり、性別に関わらない
キャリア形成や安心して子どもを育てられる環境
づくりに取り組んでまいります。

4

298
基本計画第４章３－（１）に「教育費の負担軽減」「どの子も
取り残さない教育条件の整備」などを明記すべき。

教育については、基本計画第３章３に記述していま
す。また同章３－（３）のとおり、誰一人取り残さな
い学びに向けた取組を進めてまいります。具体的
な取組へのご意見は関係部局に伝え、今後の施策
や事業等の参考とさせていただきます。

1

299
病児保育について、「あずかるこちゃん」というアプリは空
き状況確認や予約もしやすい。市内の病児保育施設で同
じアプリを導入できるよう支援してほしい。

3

300

少子化対策として、出産祝い金、１８歳までの公共施設無
償化、小中学校の給食無償化、保護者の市民税免除など
の「産めば産むほど有利なシステム」、「教育にお金がかか
らないまち」を提案する。費用は助成金版ネーミングライ
ツとして企業寄付金で集める。

3

301

くちと体の発達が不充分な状態の子供たちが多い中で、
月齢に合わせて離乳食を進めることは、離乳食が進まな
い原因の一つ。体の発達をみながら離乳食を進めること
が重要。歯科衛生士や助産師、看護師が教える教室を追
加すべき。全ての赤ちゃん教室の内容見直しが必要だと
感じるので、検討してほしい。

3

302 主要駅構内に保育園を設置する。 3

303
基本計画第４章３－（２）として、子どもたちや若い人たち
が優れた文化芸術に触れることができる施策を積極的に
推進する旨を追加してほしい。

文化芸術については、基本計画第３章２－（１）に記
述しており、子どもたちを含む、あらゆる世代を対
象に、文化芸術の振興に取り組んでまいります。

1

304

教育および学校改革（中学校）として、スクールポリスや
サイバーポリス、スクールロイヤー、スクールカウンセラー
の設置を提案する。また、いじめ対策として、「いじめ」と
いう言葉を使わず、暴行罪など、犯罪だということを認識
させる。被害者が逃げなくて良い、加害者に問題がある
という視点で、加害者を隔離する。

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

3

305
人口減少への取組は本市の喫緊の課題として、より緊迫
した表現があってもよいのではないか。

人口減少への対応を喫緊の課題と捉えており、第
５章を設け、これを記述しています。

1

306

人口減少対策という、ある意味この基本計画で最も重要
な章であるのに、具体性に乏しく抽象的で、精神論や希
望、願望に近い内容も多く、根拠データも無く、具体的な
アクションも全く見えない。イメージだけのグラフやマン
ガ絵なども具体性の無さや根拠の薄さを誤魔化す意図
が透けて見えて残念。いつの時点で何人の人口増を目指
すのか、そのために何をどういったプロセスですすめて
いくのか、具体性と指標を持ったロードマップ等を示すべ
きではないか。今時点では何もプランがないと言ってい
るのと変わらない。

人口の増加は産業競争力や生活環境の向上など
による都市の総合力が高まったことによる結果で
あると考えています。そのため、具体的な指標や
ロードマップを掲げることは困難ですが、基本計画
では、社会動態の改善に合わせて、子育てや教育
環境の向上などにより、自然動態についても改善
を図り、中長期的な視点で、まずは人口減少のトレ
ンドを増加に転換させていくこととしています。

4

307

人口減少はもう少し具体的に取り組む必要がある。すべ
ての職業に光が当たるような政策が必要。若い世代の定
着も大事だが、中堅の世代、共働きの世帯が置き去りに
されているような気がする。

人口増加に向けては、３つの重点戦略により、都市
の総合力を高めていく必要があり、基本計画では、
多世代に対する様々な政策についても盛り込んで
います。

1

308
100万人復活は無理としても、人口を増やして、まちの
活気を取り戻してほしい。

ご意見のとおり、都市の総合力を高め、人口の増
加やまちの活性化に取り組んでまいります。

1

新たなビジョンはまちづくりの方向性を示したも
のであることから、具体的な取組等へのご意見に
ついては、関係部局に伝え、今後の施策や事業等
の参考とさせていただきます。

基本計画　第４章３－（２）　子どもの健やかな成長への支援

基本計画　第５章　人口増に向けた道筋

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

309
若い人達が就職で北九州市から離れていくという現状を
どう理解しているのか。若い人に北九州市に就職しても
らうには何が必要か。

若者に北九州市に定着してもらうためには、若者
が働きたいと思う場所（企業等）をはじめ、魅力的
な街並みや生活環境、わくわくするようなエンター
テインメントなどが重要と考えています。また、北
九州市のことを知ってもらうための情報発信にも
戦略的に取り組む必要があると考えています。

1

310

人口増加施策として、市外への人口流出の削減と市内へ
の流入者数の増加の記載があるが、具体的にどの都市へ
の流出が多いのか、流入者をどこから呼んでくるか、ター
ゲットが何を求め移動しているのかで策略が変わる。

【参考】に記述しているとおり、福岡市、東京圏への
転出超過が多い状況が続いています。また、２０～
３０代の転出が多くなっています。ご意見のとお
り、こうしたデータなどを踏まえ、効果的な取組を
進めてまいります。

1

311

2040年を目標にするプランであれば当然、北九州市も
人口は減少するであろうから、7区体制がいつまで続く
のかということも戦略に据えるべきではないか。社会イン
フラや公共施設配置計画等にも影響がでる。再度「立地
適正化」を厳しく見直さなければならない時期が来てい
るのでは。

都市の総合力の向上により、人口増への道筋をつ
くってまいりたいと考えており、行政区の再編は、
新たなビジョンに記述していません。コンパクトシ
ティや公共施設マネジメントについては、基本計画
第４章のとおり、引き続き取組を進めてまいりま
す。また、ご意見については、関係部局に伝え、今
後の施策や事業等の参考とさせていただきます。

4

312
留学生など外国出身の若者の受け入れも重視すべき。
「外国出身人材を含む20代や30代の若い世代を～」と
してはどうか。

外国人の活躍や定着については、基本計画第２章
２－（４）に趣旨に沿った記述をしています。

1

313
＜将来推計人口を常に上回るイメージ＞は北九州の人口
を表したものであることを明記する必要がる。また、グ
レーと黒色の丸の凡例を記入する必要がある。

2

314
＜３つの重点戦略による～＞の図のタイトルについて、図
中の文言と合わせて「都市の総合力アップ⇒人口増加」と
した方が良い。

2

315

＜３つの重点戦略による～＞の図の「稼げるまち」につい
て、人口減少と国内市場の萎縮が進むなかで、市場（特に
アジアをはじめとする国際市場）の開拓・確保がますます
重要になることから、「国内外市場の開拓」を加える必要
がある。

稼げるまちの実現に向けては、様々な政策を掲げ
ており、イメージ図ではその全てを記述することは
できませんが、ご意見のとおり、国内外市場の開拓
も重要と考えています。

4

316

基本計画は、５年ごと、適宜計画の見直しを行うとしてい
るが、目標値の設定根拠が明確でないと、適切な検証と
見直しができない。算出根拠を明確化すべき。５年後の経
済社会構造の変化については、正確に予測できない。目
標値は、算出根拠を踏まえ、毎年検証することも必要。

2

317

数値目標は、具体的な施策・事務事業の実施計画を策定
する段階で決定するものであり、基本計画（戦略）段階に
おいて、目標値を設定することは現実的ではない。根拠
が曖昧な目標を無理に数値化すれば、数字が独り歩き
し、施策や事務事業を実施する現場に混乱が生じたり、基
本計画に対する信頼が確実に低下する。

2

318

成果指標の根拠が分からない。なぜその目標値になるの
か。現状値がなぜその数字なのか、現状分析が出来てい
るのか。目標数字の達成が何を意味するのか、北九州市
がどうなるのかを教えて欲しい。

2

319

北九州市政変革推進プランと基本構想・基本計画は一体
不可分のものであり、両者の調整を図りながら同時に確
定すべき。市政改革による財政の健全化と基本計画の着
実な実現は同時進行させることが不可欠。市政変革プラ
ンに先行して基本計画の中で成果指標を設定することに
は慎重な対応が必要。

北九州市政変革推進プランとの関係については、
基本計画第１章６に趣旨に沿った記述をしていま
す。

1

基本計画　第６章　主要な成果指標

ご意見を踏まえ、基本計画第５章のイメージ図の記
述を修正します。

成果指標は、基本計画で掲げる３つの重点戦略に
よる取組の結果となる、アウトカム指標を掲げてい
ます。ご意見を踏まえ、基本計画第６章に指標の設
定の考え方について、記述を追加します。また、新
ビジョンを策定後、毎年度、行政評価により、基本
計画で掲げた主要な政策に基づく施策や事業の取
組状況やKPIの達成状況を把握していくこととし
ています。その結果を踏まえ、基本計画で掲げた成
果指標の達成状況についても検証していくことを
考えています。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

320

成果指標の多くについては、経済社会構造の変化という
外部要因に大きな影響を受ける。市内総生産額（名目）な
ど、外部要因の追い風が無ければ実現できない項目を成
果指標とすることが本当に妥当だろうか。

4

321
基本計画では、主要な成果指標を事前に設定せず、５年
後の事業実施後の成果指標の変化を分析し、成果の評価
を行うもの（事後評価方式）に変更してはどうか。

4

322
各主要な成果指標がどの施策を評価するものなのかはっ
きりしないため、明示してほしい。

2

323
各成果指標を達成しなければならない理由を示してほし
い。

2

324

成果指標と基本計画で記述された内容との対応関係が
わかると良い。1つの指標が複数の計画の成果指標にな
ることもあるため、それぞれの指標が、「稼げるまち」「彩
りあるまち」「安らぐまち」「都市の総合力」のどれに対応
するのかわかるだけでも、指標の捉え方、分かりやすさが
変わる。

2

325
「稼ぐまち」を目指す以上、ＧＤＰ４兆円は最低目標と思っ
て、取り組むべき。

4

326

市内総生産額（名目）の目標値が4 兆円（2033 年度）と
なっているがが、日銀のインフレ目標が現行のままでいく
とすると、特に市で施策を実施するまでもなく、達成でき
るものに思える。

4

327
稼げるまち、経済活性化を市民が実感できる成果指標を
入れるべき。

ご意見を踏まえ、基本計画第６章に市民雇用者一
人当たりの市民雇用者報酬などの成果指標を追加
します。

2

328
指標に「温室効果ガス」を加え、2050年・ゼロカーボンを
視野に、2030年までの積極的な削減目標を掲げ、指標
に加えるべき。

「温室効果ガスの削減量」は３つの重点戦略におけ
る政策の成果を測る指標としては追加しません
が、北九州市地球温暖化対策実行計画において、
2030年度に2013年度比47%以上削減するこ
とを掲げています。引き続き、その達成に向けた取
組を進めてまいります。

4

329
基本計画において強調されている「産業」や「人材」に関
する指標やそれらの「育成」に関する指標の追加が必要で
はないか。

ご意見を踏まえ、基本計画第６章に従業者一人当
たりの付加価値額などの成果指標を追加します。
一方で人材やその育成に関する指標については、
若者、高齢者、障がい者、外国人など広範に亘るこ
とから、分野別計画において検証すべきものと考
えており、ご意見は関係部局に伝え、今後の参考と
させていただきます。

2

330

「将来の夢や目標を持っている子どもの割合」は基本計
画の成果指標としてふさわしくない。夢や目標が「SDGs
の視点」「まちづくりや社会課題」とどのように関係する
のかについても不明。この指標は基本計画との関係は薄
く、「子供が夢を持っていることはいいことだ」という漠
然とした大人の価値観が強く反映された指標であると判
断できる。

「将来の夢や目標を持っている子どもの割合」は基
本計画第３章３ー（３）にある子どものウェルビーイ
ング（身体的・精神的・社会的に良い状態にあるこ
と）の向上に向けた取組の成果を測るに適した指
標であると考えています。

4

331
北九州市が健康寿命政令市1位を目指すということに大
変共感した。ツールとしてフットケアと介護美容をぜひ取
り入れて頂きたい。

1

332
健康寿命の延伸は大きなテーマであり、高齢者は頑張っ
ている。

1

ご意見のとおり、社会経済情勢などの外部要因が
目標値の達成に影響を及ぼすことは承知するとこ
ろですが、産学官民が一体となって、北九州市の総
合力を高めていくとの考えのもと、挑戦が求めら
れる高い数値目標を掲げています。また、概ね５年
ごとに計画を見直すこととしており、社会経済状況
なども勘案しながら、成果指標についても必要な
見直しを行うことを考えています。

市内総生産4兆円については、市政発足以来超え
たことのない数字であり、その達成には過去１０年
間の年平均成長率の２倍以上の成長が必要です。
必ずしも容易な目標ではありませんが、産学官民
が一体となって、北九州市の総合力を高めていく
との考えのもと、挑戦が求められる高い数値目標
を掲げています。

健康寿命の延伸に向けた取組を進めてまいりま
す。具体的な取組へのご意見については、関係部
局に伝え、今後の施策や事業等の参考とさせてい
ただきます。

ご意見を踏まえ、基本計画第６章に各指標と重点
戦略の関連についての記述を追加します。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

333

行政区ごとではなく、例えば農業、商業といった視点での
ゾーニングが必要ではないか。各区がそれぞれ同じよう
な「小さなまち」を作るのは効率が悪い。予算も人も限ら
れた状況では選択と集中が必要。「ビジョン」というより
「区政概要」のような内容で残念。

2

334
ただの区の紹介にすぎず、政策と直結する内容は無い。
紙面の無駄なので記載は不要。

2

335

小倉北区の観光・歴史・文化・食についての「小倉城」の記
述のあとに、北九州市の代表的な歴史や文化芸術に関す
る施設のひとつである北九州市立文学館を追加してほし
い。

北九州市における唯一の文学館であり、重要な文
化拠点であることから、ご意見を踏まえ、基本計画
第７章2に記述を追加します。

2

336

小倉北区の中央図書館は、磯崎新氏が設計し、映画撮影
にも使われるなど、市民への図書館サービスのみならず、
観光客誘致にも大きく貢献している。素案にないのはと
ても残念。

特色や魅力のある施設が多数あり、基本計画では
すべてを記述できませんが、中央図書館などの磯
崎新氏による建築物についても、貴重な地域資源
であると考えています。

4

337
小倉南区の地域資源に「曽根の神幸祭・開作神事」が例示
されていないのは非常に残念。

小倉南区の主要な行事であることから、ご意見を
踏まえ、基本計画第７章３に「神幸行事」として記述
を追加します。

2

338

八幡東区には日中に廻れる多くの観光資源があり、
ショッピングセンターや皿倉山の夜景など一日滞在でき
るエリアとしてのポテンシャルは高い。しかし、各施設の
連携が取れておらず、街としての盛り上げや一体感が感
じられない。点としての魅力だけでなく、線（横の繋がり）
での連携に取り組んで頂きたい。

基本計画第７章５－（２）のとおり、高い集客力を持
つ地域資源の連携などに取り組んでまいります。

1

339

門司区の公共施設マネジメントのモデルプロジェクトにつ
いて、現在の資材高騰などを踏まえ、既存施設の活用に
より、現在の計画を減築するなど、大幅に見直すべき。ま
た、先日発掘された旧門司駅、初代門司港駅構内の遺構
は門司港駅や鉄道資料館と連携した鉄道観光資源として
保存活用すべき。

3

340

小倉駅周辺などへの企業誘致を促すためにも、まちの更
新の推進が必要。しかし、小倉駅周辺での大規模な面開
発は困難。そこで、ミニ再開発も含め、行政主導が重要。
またオフィスサポート機能導入時や小さなオフィスでも補
助が得られるなど、補助メニューの拡充を図ることでより
オフィスが立地しやすい環境ができるのではないか。

3

341

ウォーカブルなまちづくりを進めるため、小倉駅周辺エリ
アにおいてスローモビリティの拡充が必要。南北・東西軸
を形成することで人々の往来を誘発することはできない
か。また、中心部への車両流入を制限すべく、周辺部に集
約駐車場を設け、歩いて中心部へ訪問するような仕組み
づくりが必要ではないか。

3

342

若松区島郷地区には江戸期の農村文化の名残が多数残
されている。江戸期の文化を残し、また近代の労働力を
生み出した農村である島郷に「江戸期の農村資料館」を建
設し、一帯を「江戸期の農村」としてテーマパーク化しては
どうか。

3

343
既存の施設を活用して北九州市の学術研究都市を目指し
たい。

3

344
若松区に新２５区を作り、今光～用勺町にある空き地に、
駐車場、避難所、会議室、学童保育施設などを備えた３階
建ての公民館を建設する。

3

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであることから、具体的な取組等へのご
意見については、関係部局に伝え、今後の施策や
事業等の参考とさせていただきます。

基本計画　第７章　７つの個性が輝くまちづくり

基本計画第７章では、各区のそれぞれの地域資源
を生かした特色あるまちづくりについて記述して
おり、「農業」や「商業」、「観光」という視点でのゾー
ニングについては、各分野別計画での記述を検討
してまいります。ご意見を踏まえ、基本計画第７章
の全体を説明する記述を追加し、区域を越えた地
域間の連携を図りながら、主要政策の実現により、
市全体の魅力向上と活性化につなげてまいりま
す。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。



番号 意見の概要 市の考え方
反映
状況

新たなビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（素案）に対する
市民意見の概要および市の考え方

【意見の反映状況】

１：既に掲載済

２：追加・修正あり

３：今後の参考とするもの

４：追加・修正なし
５：その他

345
人生の再出発の夢、希望を与える場所として、海や山を
一望できる若松区大字藤木に「社会復帰促進センター」を
誘致してはどうか。

3

346

スペースワールド駅周辺が東西南北それぞれ分断されて
いる。回遊性向上に一層のご尽力頂きたい。民間だけで
はハード面での施策は難しいため、東田大通り公園や洞
海湾沿いの親水公園の利用促進施策については、官民学
がチームを立ち上げ取り組んで欲しい。

3

347

八幡東区は企業が立地を検討するに十分なポテンシャル
を持っているが、スペースワールド駅北側の臨港地区エリ
アが産業系企業の立地に対応した法指定となっていな
い。長期的な視野に立ち、時代のニーズを取り込んだ、企
業が立地がしやすい法規制の改訂等抜本的な変更への
取り組みなどを進めて欲しい。

3

348

東田地区の施設周辺は植樹、草木の手入れが行き届いて
いないことが多く、景観が良くない。夜は暗く、怖い。植
栽や歩道舗装等を見直し、映画等のロケ地で活用できる
空間にしてはどうか。 駅前の芝生広場は、デコボコがあ
り、イベント等での利用が限られる。スペースLABOの外
壁を利用し市のPRをしてはどうか。スペースLABOア
ネックスに「道の駅」を整備してはどうか。芝生エリアも防
災拠点として活用できるよう、ベンチやパーゴラ等を設置
してはどうか。

3

349
スペースワールド駅界隈から皿倉山ケーブル駅入口経由
で八幡駅間にモノレール軌道を設ける。皿倉山が手軽な
観光地として開発可能となる。

3

350

参考に各種データが提示され、データから読み取れるこ
との記載はあるが、そのデータをどのように施策に活用
したのかが記載がない。 内閣府でもEBPMの推進が推
奨されており、、データを提示するのであれば、内容の解
析結果などの考察を提示したうえで、コメントを募るべ
き。

参考に示したデータは、基本構想や基本計画に記
述した北九州市における人口に関する現状を示し
たものです。基本計画で掲げた各政策を今後実現
していく上で、データ活用によるＥＢＰＭの推進に
も取り組んでまいります。ご意見については、関係
部局に伝え、今後の参考とさせていただきます。

3

351

掲載意見のほとんどが肯定的なものばかり。本来参考に
すべきはクレームではないか。 おそらく大半の民間企業
が参考にしているのはクレームなどの否定的な意見では
ないか。

ここで掲げたご意見は、目指す都市像などを検討
する上で参考にしたものを掲載しております。基本
構想や基本計画の策定過程で寄せられた他の様々
なご意見については今後の市政運営の参考にさせ
ていだたくため、関係部署とも共有をしています。

4

352 5

353 5
354 5
355 5
356 5
357 5

358 5

359 5
360 5

361 5

362 5

新たなビジョンは今後のまちづくりの方向性を示
したものであることから、具体的な取組等へのご
意見については、関係部局に伝え、今後の施策や
事業等の参考とさせていただきます。

市長と活動団体とのランチタイムなどを設け、市民の活動を知る場を作ってほしい。

北九州市は製鉄下請けの保守化した考えや構造がまだ強い。新しいものを育成する場合、そこに配慮が必要。

苅田町を北九州市に取込み、少しでも目に見える「北九州市」を形にしていく。
病院等の医療費請求兼領収書及び薬局の領収書を５年間保存から３年間保存にかえられないか。市単独では
不可能だと思うので国に働きかけてほしい。

７つの個性が輝くまちづくりについては、よくまとまっていて、市民でありながら、知らないことも多く、大変
勉強になった。

基本計画　【参考】北九州市の人口の現状と将来見通し・これまでいただいた主な意見

その他

今回、チャレンジ補助金を活用してSNS、 動画編集により力を入れて行こうと思う。

ペップトークという言葉の力で笑顔溢れる社会に変わって行くのではと願っている。

１円スマホを必要な全市民に配布。各社との契約は本人の責任とする。その他必要な情報を市民に知らせる。

良し悪しの結果ばかり気にせず先ずは「跳べ！」

市長がかわられる前も今も福祉は手厚く感じるが、行政担当者に悪質なのが多い。ケアマネをしていて本当
に感じるところ。

タウンミーティングを聞きに行ったが、人口対策について言及がなかったのは残念。

※ご意見は一部を要約または分割して、項目ごとに整理して掲載しています。


